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調査区全景 (真上より)
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矢推卜町は岡山県の南西部に位置する人口約17,000人の町で、水と自然に恵まれた

風光明媚な土地柄です。また、古代には吉備真備公ゆかりの下道氏が繁栄を極め、

近世には山陽道第18番目の宿場町として国指定重要文化財の旧矢掛本陣・旧矢掛脇

本陣が現存する歴史かおる町としても有名です。

また、矢掛町には400箇所以上の遺跡が存在することが岡山県教育委員会の調査で

分かっています。

平成 9年度に県営圃場整備事業に先立って、事業予定地内の確認調査が実施され、

南北に連なる山裾を中心に弥生時代から中世の集落に関連した遺構と、縄文時代以

降の土器・石器などの遺物が検出されました。

これらの調査成果を受けて、工事で影響を受ける範囲について記録保存のための

発掘調査を、平成11年度から平成14年度まで国庫補助事業として実施いたしました。

その結果、平成11年度の発掘調査では弥生時代前期後半の環濠集落が発見され、県

内だけでなく西日本中の注目を集めました。

今回はその環濠集落と近接する地区の調査でもあり、発見された遺構の関連性が

注目されます。また、古墳時代から中世にかけてのまとまった資料が検出されたこ

とは矢掛町の歴史の一ページが新たにひらかれたといっても過言ではありません。

本書が埋蔵文化財の保護・保存に役立ち、歴史研究や郷上の理解の一助となれば

幸いです。

また、発掘調査にあたりましては、岡山県教育庁文化課、岡山県古代吉備文化財

センター、あるいは多くの研究者の方々から、数々のご指導とご教示を賜りました。

最後になりましたが、岡山県井笠地方振興局、ならびに地権者の皆様には多大な

ご支援とご助力をいただくとともに、地元有志をはじめとする作業員の方々には、

真夏の猛暑の中、誠心誠意で発掘調査に従事してくださいました。あわせて厚くお

礼申し上げます。

平成15年3月 31日

矢掛町教育委員会

教育長 守 屋 保



例 言

1.本書は里山田地区県営圃場整備事業に伴い、矢掛町教育委員会によって実施された清水谷遺跡

<柚木地区>の発掘調査報告書である。

2.清水谷遺跡<柚木地区>は岡山県小田郡矢掛町里山田1361-1、 1362-1に所在する。

3.発掘調査は2001年 5月 14日 から2002年 3月 29日 まで実施し、整理作業及び報告書作成は2002年 6月 3

日から2003年 3月 31日 までおこなった。

4。 発掘調査および報告書の作成にあたっては下記の諸氏 。関係機関からご支援、ご助言をいただい

た。記して感謝の意を表したい (敬称略・順不同)。

赤澤宜侯 武田恭彰 高田知樹 森 宏之 松本和男 尾上元規 藤原憲芳 山本圭介

井笠地方振興局 岡山県教育庁文化課 岡山県古代吉備文化財センター 総社市教育委員会 地元

地権者の方々

5。 本報告書の作成は矢掛町教育委員会がおこない、執筆・編集は藤江望がおこなった。

6.出土遺物、図面、写真などはすべて矢掛町教育委員会 (小田郡矢掛町矢掛2677-1)が保管して

いる。



凡 例

1.本報告書にもちいた高度は海抜高である。

2.本報告書に掲載した地図は矢掛町全図・矢掛町都市計画図を縮小複製したものに、加筆・修正し

たものである。

3.本報告書の遺構、遺物の縮尺は基本的に以下のとおりである (一部を除く)。

遺構 1/3001/60   土器 1/4  石器・土製品 1/2  玉類 1/1

4.遺構図の網掛けは柱痕を示す。

5。 報告書に掲載した遺物番号は土器、石器・石製品、土製品にわけて通し番号をつけ、土器以外に

ついては下記の記号を付している。また、図番号・観察表番号は対応している。

石器・石製品 :S      土製品 :C

6.本報告書に掲載した出土土器の図面のうち、中軸線の左右に自抜きのある図は口径復元をしたも

のである。

7.土器観察表における色調は『新版 標準土色帖 (1988年版)』 (農林水産省・農林水産技術会議事
務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修)を参考にした。

8.石器の分類は打製石鏃についてのみおこない、岡山県教育委員会の分類にしたがった。具体的に

は以下のとおりである。

I類 :平基式   Ⅱ類 :凹基式   Ⅲ類 :凸基正式   Ⅳ類 :有茎式
V類 :扶 り入り式   Ⅵ類 :凸基Ⅱ式

I Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  v Ⅵ
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第 1節 調査に至る経緯

第 I章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯

小田郡矢掛里山田地内において、県営ほ場整備事業 (担い手育成基盤事業)が計画されたことに伴

い、平成 9年度、岡山県教育委員会による確認調査が実施された①。その結果、事業予定地内に弥生

時代から中世にかけての竪穴住居や土渡、柱穴、満などの集落に関する遺構と縄文時代以降の遺物が

数多く検出され、周知の遺跡以外にも広範囲に埋蔵文化財の存在が確認された。この調査の結果をふ

まえ、関係各機関の協議のすえ、事業予定地は一部を除いて盛り土工法とし、埋蔵文化財の保護に努

めることになった。

しかし、平成13年 2月 、里山田地区ほ場整備組合より矢掛町に対し、事業予定地の柚木地区につい

て一部を切土工法に変更する旨の要望が出された。柚木地区は確認調査の結果、遺構が集中している①

と指摘されている地区のひとつであるため、矢掛町教育委員会は従来どおり盛土工法による事業の実

施を依頼 したが、周囲との高低差が著しいため盛土工法は困難である旨の回答をうけた。矢掛町教育

委員会は岡山県教育庁文化課と協議のうえ、要望が出された1,510ぽ についてやむを得ず、発掘調査

による記録保存を実施することとした。

註 (1)杉山一雄編『清水谷遺跡ほか』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告134 岡山県教育委員会 1998年 。

第 1図 調査区の位置 (S=1/5,000)※ 網掛部分が国庫補助対象地区190♂
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第 I章 調査の経緯

第 2節 調査の体制

発掘調査は平成13年 5月 より平成14年 3月 まで、岡山県井笠地方振興局より委託をうけ、岡山県教

育庁文化課の指導のもと、矢掛町教育委員会が主体となり実施した。

[発掘調査組織 ]

矢掛町教育委員会

教 育 長

生涯学習課

課  長

課長補佐

主  事

主  事

主 事 補

守 屋   保

谷 許 和 昭

赤 澤 潤 一

丹 下 千 里

Jヽ 川 泰 徳

藤 江   望 (調査担当)

発掘調査作業員及び遺物整理作業員

藤井 君子  松岡 峰子  新谷 厚江  笠原 夏江  笠原 景子  河上 広江
田口 正子  森り|1 綱夫  大森  毅  斎木 武士  山辺 静男  山辺須磨子
河上 郁夫  坂口 優子  武政めぐみ  平井まり子  鹿嶋 喜重

第 3節 調査の経過

発掘調査は文化庁の平成13年度国庫補助を受け、平成13年 5月から平成14年3月 まで、矢掛町教育委

員会が小田郡矢掛町里山田地内の県営ほ場整備事業に伴う工事で影響を受ける、1,510rに ついて実

施した。なお、国庫補助対象地区は190ぽ (第 1図網推卜け部分)である。調査は現場の作業と遺物整

理作業を並行して行い、現場終了後は遺物整理作業を重点的におこなった。

調査は、まず最初に重機により表土を掘削した後、調査区のグリッドを第 2図のように設定した。

基準杭はほぼ東西南北に10m間隔で設置し、任意に東側から西側へAか らDま で、南側から北側へ 1

から12まで記号と番号を付した。また、グリッド名は南西隅の杭を基準にA-1、 A-2…のように
設定した。

また、遺跡の土層断面を確認し、遺跡形成過程を把握することと水抜きの目的で調査区の西側に沿

って幅50cmの トレンチを設定した。さらに遺跡が山裾の緩斜面に立地していることから、東西方向に

20m毎に幅50cmの トレンチを4本設定し、遺跡形成過程の把握につとめた。

掘削は調査区北側から南側に向かって順じ、掘り下げをおこなった。調査をすすめていくと調査区

内をほぼ南北に縦断するパイプが通っていることが分かり、このカクラン箇所については掘削するこ

とを避けることとした。これにもかかわらず、調査区内の遺構密度は予想以上に高く、現場作業時の

共伴遺物による遺構の時期の特定と遺跡の継続期間の把握は非常に困難であった。

なお、調査は工事の影響をうけない深さまでを目途とした。

-2-



(日誌抄 )

平成13年

平成14年

5月 14日

5月 28日

6月 1日

6月 4日

6月 7日

7月 24日

9月 3日

9月 21日

11ナヨ17日

11ナヨ21日

11月 22日

11「ヨ23日

12月 13日

1月 25日

発掘調査着手準備。

重機により表土掘削。

グリッド設定。

トレンチ設定・掘削。

遺物包含層掘削開始。

遺構面検出。

遺構掘削開始。

一部、土渡埋土水洗。

埋土中よリサヌカイ

ト製石器および剥片

多数検出。

遺物包含層掘削終了。

遺構掘削終了。

遺構実測終了。

航空写真撮影。

発掘調査現地説明会

開催。

現場資材撤収。

包含層出土遺物洗浄

終了。

第 3節 調査の経過

|

C

0                       20m

グリッド設定図 (S=1/600)

11 -― 一 ―

10 -―――

3月 26日  包含層出土遺物接合

終了。

-3-

第 2図



第 I章 調査の経緯

第 4節 報告書作成の体制と経過

本書は、平成13年 5月 から平成14年 3月 に矢掛町教育委員会が実施した発掘調査を対象として作成

した。報告書の作成は平成14年 6月 から平成15年 3月 まで井笠地方振興局の委託を受け、矢掛町教育

委員会が主体となりおこなった。発掘調査面積は1,510ぽ 、遺構総数は約1,500基、出土遺物はコンテ

ナ約100箱である。

出土遺物の水洗・接合作業は平成13年度の現場作業後に約 7割を終了していたので、残りの土器の

水洗・接合作業から開始し、注記・復元作業、遺物台帳の整備と並行 しておこなった。その後、土

器・石器・石製品・土製品について器種、残存状況等を加味し、実測する遺物を土器約600点、石器

など約200点 を選定した。なお、実測した遺物のほとんどを報告書に掲載している。

また、遺物整理と並行して、遺構図の整理をおこない、現場作業時に困難であった共伴遺物による

遺構の時期の特定と遺跡の継続期間の把握につとめた。

遺構図の作成および土層断面図の トレースは現場担当者がおこない、遺物の トレースは担当者及び

作業員がおこなった。

[報告書作成組織 ]

矢掛町教育委員会

教 育 長   守 屋   保

生涯学習課

課  長   谷 許 和 昭

課長補佐   赤 澤 潤 下

主  事   丹 下 千 里

主  事   小 り|1 泰 徳

主  事   藤 江   望 (報告書作成担当)

遺物整理作業員

坂口 優子  武政めぐみ  平井まり子
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第 1節 地理的位置と環境

第Ⅱ章 地理的位置と歴史的環境

第 1節 地理的位置 と環境

清水谷遺跡柚木地区は矢掛町里山田 1361-1・ 1362-1に 所在する。まず最初に遺跡の名

称について触れておきたい。岡山県では従来、小字名を遺跡名として使用しており、矢掛町教育委員

会でもそれに準拠する形式をとるべきであるが、本遺跡はすでに発刊されている岡山県埋蔵文化財発

掘調査報告134『清水谷遺跡ほか』の中で述べられているように、矢掛町里山田地内の回場整備事業

予定地の埋蔵文化財確認調査当時、遺構の存在する小字が多数あり、繁雑になるのを防ぐために「清

水谷遺跡ほか」とし小字の地区名による記述によって報告がなされている。遺跡名称の検討はすでに

指摘されているところである①が、岡山県内では本遺跡について「清水谷遺跡Jと いう名称でひろく

周知されており、前回の報告の際も小字の地区名による記述をおこなった。今回も同事業の発掘調査

報告ということもあり、前報告を踏襲し小字の地区名で記述することとする。

矢掛町は岡山県南西部に位置し、瀬戸内海気候の比較的温暖で、雨量の少ない気候風土である。主

要河川として高梁川の支流である小田川が町の南部を東西に横切り、流域にはわずかに平野を形成し

ている。矢掛町の地形の大半は山地が占めており、北側は吉備高原の南端にあたり、南側は阿部山・

竹林寺山・遥照山など海抜400mク ラスの山々が連なっている。このため、雨量は少ないが水資源に

は恵まれているといえる。

矢掛町の地質は北部から中部にかけて広がる中生代末期 (白亜紀)の花同岩と南部一帯に広がる流

紋岩などの火成岩類が主体を占め、その他粘板岩、輝緑岩がわずかに存在している②。

第 3図 遺跡の位置 (S=1/4,500,000・ S=1/150,000)
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第Ⅱ章 地理的位置と歴史的環境

清水谷遺跡柚木地区は小田川の南岸、遥照山山系からの緩斜面に立地する。やや峡狭な山が両側に

あり、その谷部に位置する。眼前に小田川の氾濫原である比較的広い平野を有 し、背後に山をひかえ

る本遺跡は人類が生活を営むには好条件であったにちがいない。

第 2節 歴史的環境

町内で最も古い人類の活動の痕跡は旧石器時代にさかのぼるO。 阿部山から採集されたナイフ形石

器がそれである。阿部山からはその他、サヌカイト製の打製石鏃や磨製石斧、弥生土器も採集されて

おり④、自然豊かな山間部での断続的な人類の活動がうかがえる。

東三成の奥迫遺跡東土井地区0で縄文時代早期の楕円押型文土器が出土しているが、町内で人々の

活動が顕著になるのは縄文時代後・晩期になってからである。奥迫遺跡東土井地区、里山田の清水谷

遺跡、下谷遺跡⑥、中の中池ノ内遺跡⑦などで土器が発見されている。いずれも遺構に伴う出土資料

ではないが、遺跡の分布は町内の広範囲にわたっている。

弥生時代になると遺跡の数は飛躍的に増加する。前期の遺跡として注目されるのは里山田の清水谷

遺跡一本木地区③で、環濠集落と水田跡などが発見された。環濠集落は出土した土器の埋没状況から、

弥生時代前期後半から中期初頭の短期間に利用され、廃絶されたことが分かっている。また、環濠集

落の約半分が調査されたことで集落内の遺構配置が確認され、当該時期の集落構造を考える上で貴重

な遺跡となった。また、少し時代がくだると神之脇遺跡 。上山遺跡⑨や竹林寺地蔵岩遺跡など奥まっ

た地形や山間部にも遺跡が増え、小田川流域だけでなく町内にひろく人々の活動の痕跡がみうけられ

るようになる。また、中の自江遺跡。のからは後期の土器がまとまって発見され、備中地域当該時期の

標識遺跡となっている。

東三成の吉野遺跡 llllか らは前期の壷棺が検出されている。この壷棺は二点の壷が入れ子になった状

態で発見されており、うち内部におさめられた壺の胴部には穿孔がほどこされており、当時の葬送観

念をうかがうことができる。また、後期になると芋岡山遺跡l129ゃ 中池ノ内遺跡から土塘墓や土器棺墓

がまとまった状態で発見されており、生活区域と墓域とを分けた状況は周辺地域の検出状況と同様で

ある。

古墳時代の集落の調査例はほとんどなく、状況把握は困難である。しかし、町内全域にわたって、

山裾を中心に多くの古墳が築造されており、弥生時代から引き続き人々の活動が活発だったことを推

測させる。とくに今回発掘調査した里山田地区周辺は町内の古墳の中でも特出すべき古墳が築造され

ている。ひとつは、通称「橋本荒神塚」と呼ばれている橋本古墳群の15号墳で、径が約20mの 円墳で

ある⑬。横穴式石室の内部には石棚を有し、その構造は珍しく、県内でも6例が知られるのみである。

石棚の機能は屍床としての利用や石室の内部構造として石障が発達したものなど解釈が分かれるとこ

ろであるが、町内の同時期の古墳と比較して規模とその特異な構造から、被葬者は地域の有力者だっ

たのではないかと推測される。橋本古墳群からさらに南にくだったところに小迫大塚古墳が築造され

ているC141。 墳丘の一部が削平をうけているが、町内の古墳では最大級の横穴式石室の方墳で、築造は

古墳時代後期終わりごろである。これと同時期に営まれた東三成の下道氏の墓域からは火葬したと思

われる骨蔵器が発見されており、仏教の影響と在来の葬送観念の有様が注目される。小迫大塚古墳が

終末期古墳として示す歴史的意義は大きい。

奈良時代になると、一般の集落とは違う性格を持った遺跡が町内に点在するようになる。浅海の毎
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1.清水谷遺跡

6.中世散布地

11.橋本散布地

16.中世散布地

21.中 世散布地

36。 中世散布地

41.古墳散布地

2.畑中古墳群

7.四頂山古墳群

12.橋本古墳群

17.上山遺跡

22.鉄滓散布地

37.中 世散布地

42.奥迫遺跡沖ノ後地区ほか

3.畑中散布地

8.里山田下谷遺跡

13.池尻古墳群

18.中 世散布地

23.小迫大塚古墳

28.白江遺跡

33.白江遺跡 (圃場整備)

38.妙泉寺境内内中世墓地

43.吉野遺跡

48。 大里中世墓地

53.茶臼山城掘址

4.土井 1・ 2号墳

9.三頂山古墳群

14.焼山城址

19.中 世散布地

24.中 世散布地

29.芋岡山遺跡

34.古墳 。中世散布地

39。 中世散布地

44.囲勝寺裏古墳

49,大里中世散布地

54.茶臼山城址

5。 清水谷遺跡一本木地区

10.里山田上谷遺跡

15.神之脇遺跡

20。 中世墓地

25.船 ヶ迫山城址

30.後期古墳

35.弥生墳墓 ?

40。 中世散布地

45.後期古墳

50.奥迫遺跡赤岸地区ほか

55.蛸の頭古墳

26.安居寺谷古墳群   27.王子の塚古墳
31.中 池ノ内遺跡    32.芋岡山 1・ 2号墳

46.要ガイ山城址    47.弥生散布地
51.奥迫遺跡西土井地区 52.古墳～中世散布地

56.江本裕安寺谷 1・ 2号墳

第 4図 主要遺跡分布図 (S=1/25,000)
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戸遺跡⑮、中の自江遺跡。のでは発掘調査の結果、出土資料から官衝の可能性が指摘されている。とく

に毎戸遺跡からは 3棟の規則的に配置された掘立柱建物とともに、「馬」の銘が墨書された土師期が

出土し、古代の駅家跡だった可能性が高く、古代交通史上貴重な発見となった。この発見から現在の

矢推卜町内が古代から近世にかけて山陽道交通のうえで重要な位置を占めていたことが推測される。

中世になると、川面館跡や毎戸西方遺跡などの町西部や東三成の奥迫遺跡大里地区、中の中池ノ内

遺跡などで遺構が発見されている。その他、町内全域にわたり中世段階の散布地が発見されており、

現在の集落とほぼ一致している。また、町内には中世の山城が15以上も築かれ、戦国期の全国的な時

代の流れの中に位置づけられる。とくに横谷の猿掛城は庄氏の居城として利用された後、毛利元清の

出城になるなど、備中国支配の要として歴史上注目される史跡である。

さらに近世には山陽道第18番 目の宿場町として興隆を極めた。大名宿として利用された旧矢掛本陣

石井家には当時の資料が数多く残され、大名や貴族などの宿泊の記録や庶民の暮らしをことこまかに

知ることができる。

以上のように矢lll町は古代よリー般的な人々の生活が営まれるだけでなく、公的な施設や拠点施設

が発達していたことが分かる。また、清水谷遺跡が所在する里山田地内は町内でも特出すべき遺跡が

多く存在しており、人々が活動し生活を営むのに適した土地柄だったことが推測される。また、柚木

地区の周辺には小字名をみても「土井」や「七日市」といった中世段階の土地利用がうかがえる地名

が残存しており興味深い。

註 (1)杉山一雄編『清水谷遺跡ほか』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告134 岡山県教育委員会 1998年 。

(2)森 文忠「第一章 第二節 地形と地質」『矢lll町史 本編』矢掛町 1982年。
(3)間壁忠彦ほか「第二章 郷上のあけぼの」『矢掛町史 本編』矢掛町 1982年 。
(4)鴨方町立天文台博物館蔵

(5)高畑知功『奥迫遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告60 岡山県教育委員会 1985年 。

(6)蛯原啓介「里山田下谷遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』31 岡山県教育委員会 2001年。

(7)尾 _上元規『中池ノ内遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告108 岡山県教育委員会 1996年。

(8)直原伸二『清水谷遺跡<^本木地区>』 矢掛町埋蔵文化財発掘調査報告 1 矢掛町教育委員会 2001年。
(9)小林利晴 。大澤正己『神之脇遺跡ほか』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告169 岡山県教育委員会 2002年 。

(10)問壁忠彦「岡山県矢掛町白江遺跡」『倉敷考古館研究集報』第1号 倉敷考古館 1966年。
(11)宇垣匡雅「吉野遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』22 岡山県教育委員会 1992年 。

(12)間壁忠彦「岡山県矢掛町芋岡山遺跡調査報告」『倉敷考古館研究集報』第 3号 倉敷考古館 1967年。
(13)平井 勝「岡山県矢掛町橋本荒神塚古墳 (橋本15号墳)の波1量調査」『古代吉備』第19集  1997年。
(14)藤田憲司・伊藤 晃「小迫大塚古墳」『岡山県史』第18巻 考古資料 岡山県史編纂委員会 1986年 。
(15)下澤公明『川面館跡 。毎戸遺跡 。毎戸西方遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 5 岡山県教育委員会 1974年 。
(16)桑田俊明『白江遺跡ほか』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告80 岡山県教育委員会 1992年。
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第 1節 調査の概要

第Ⅲ章 発掘調査の概要

第 1節 調査の概要

今回調査の対象となった柚木地区は周知の遺跡として従来よりその存在がしられていたが、平成 9

年度の岡山県教育委員会の確認調査において遺構の集中することが指摘された地区のひとつである。

そのため里山田地内の県営圃場整備事業を実施するにあたり、盛土工法により遺跡の保全が計られた

が、周囲との高低差が著しいため、削平される1,510rに ついてやむを得ず発掘調査を実施すること

となった。なお、今回の調査は工事によって影響を受ける範囲にとどめたも

県の確認調査の結果、今回の調査区周辺は表土を剥いだ段階で遺構面が検出されることがわかって

いたので、調査はまず北側から南側にむかって重機で表土を掘削していき、この段階で任意にグリッ

ドを設定することとし、10m間隔で東西南北に杭を設定した。また、周囲の地形が東西方向の緩斜面

であることから、杭にそって東西方向に3本の トレンチを設定し、さらに、調査区の西側に沿って水

抜きをかねたトレンチを一本設定した。

表土を掘削したところ、調査区内を南北に縦断する近代のパイプが埋設されていることがわかった。

パイプの埋設による撹乱は深いところで表土から1.3m以上にもなり、この他、調査区内を一部暗渠が

横断している箇所もあった。また、調査区の西側はトレンチを設定したが田んぼの区画に沿っている

ため、暗渠がつくられており撹乱が著しい。また、暗渠は遺構面直上から遺構面にかけてつくられて

いることから、遺跡が形成された当時の原地形は後世の開墾による削平をうけている可能性が高い。

なお、染め付け碗や陶器の鉢が暗渠の掘形より出土したため、これらは近世から近代にかけてつくら

れたものと考えられる。

層位は表土の下に旧表土がみとめられる箇所も一部あったが、概ね、薄いマンガン層があり、その

下に遺物包含層がみとめられる。さらに、その下部が茶褐色ないし黄褐色の基盤層とおもわれる地山

で、この基盤層に遺構を掘りこんでいることがわかった。遺物包含層は大別すると二層にわかれてお

り、上層は灰褐色ないし暗灰褐色を呈する砂質土層で、マンガンを含み固くしまっている。下層は暗

褐色ないし黒褐色で、やや粘性のある砂質土層で遺物を多く含む。遺物包含層は調査区の東側にいく

につれて厚く堆積しており、これは地形が傾斜していることと後世による削平の影響によるものであ

ろう。遺物包含層の下部が基盤層で、この面に遺構を掘りこんでいる。遺構の埋土は概ね暗褐色ない

し黒褐色で遺物包含層との識別が困難であった。しかし、出土遺物から本遺跡は縄文時代晩期から中

世にかけての複合遺跡であることが分かっており、遺構面がひとつである可能性は低い。

調査区の南側にいくにつれて、粘性がつよく固くしまった層位となり、同時に遺構の数と遺物の量

も減少する。地形を観察しても南側の方が若千落ち込んでいることから調査区の南側は谷部にあたる

のではないかと推測される。また、最も遺構と遺物が集中するのは調査区の中央部で微高地にあたる。

次に調査は北側から南側へ向かって、順次、遺物包含層を掘削し、遺構面の検出に重きをおいた。

また、岡山県が実施した確認調査のトレンチの位置を再確認し、周囲の遺構との整合性にもつとめた。

その結果、確認調査のトレンチで確認された溝は両端が調査区外へのびる溝であることが分かった。

遺物包含層からは土器 。石器などともに鉄滓や焼土塊が出土し、当時の人々が断続的に本遺跡を利

-9-
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用し、一般的な生活を営んでいたことが分かった。また、特出すべき遺物として畿内産土師器の杯や

円面硯があげられる。これらは一般の集落から出土する遺物とは考えにくいことから、本遺跡は 7世

紀頃、この周辺の拠点的集落あるいは官衛的な性格をもったものであったと考えられる。

遺構は柱穴を主体として土塘、清を検出した。調査区西側の遺構は後世の削平が著しく、不明瞭な

部分が多いが、東側へいくにつれてよく残っていた。遺構の密度は調査区中央部を中心に非常に高く、

建物の配置を現場で把握することは困難であった。また、建物や満の多くは東側の調査区外へ広がる

傾向を示しており、とくに古墳時代から古代にかけての集落の主体部は東側の調査区外に存在すると

思われる。調査区の南側からは 2棟の総柱建物を検出した。この建物は倉庫である可能性が高く、周

囲に同様の建物が複数存在すると思われる。

第 2節 遺構と遺物

(1)掘立柱建物

1)SB01(第 9図 )

調査区の北端に位置する 2× 3問以上の建物で、 1辺は調査区外のため不明である。平面形は長方

形を呈し、各柱穴は約30～ 70cmの 円形ないし楕円形で、深さは二様に約50～ 60cmで ある。柱穴の埋

土は暗褐色の砂質土でやや粘性がある。遺物はサヌカイ ト製の打製石鏃 (Sl)、 サヌカイ トのフレ

イクが出土しているが、土器の多くは古代後期ごろの土師器 (1)が検出されており、遺構の時期は

平安時代に位置づけられよう。

2)SB02(第 10図 )

調査区西北側に位置し、建物の 1辺は調査区外のため不明である。 4× 4間以上の建物である。平

面形はややいびつな長方形を呈 し、各柱穴は約20～60cmの 円形ないし楕円形で、埋土はやや粘質の

暗褐色砂質土である。柱穴の深さは約20～ 40cmでやや削平をうけている。遺物は弥生土器 (2)サ ヌ

カイ ト製の打製石鏃が 2点 (S2・ S3)、 サヌカイ トのフレイクが出土しているが、おおむね古墳

時代の土師器、須恵器 (4)の破片が多く当該時期に位置づけられる。

3)SB03(第 12図 )

調査区西北側に位置する。建物の半分以上が調査区外になるため、規模は明らかではないが、 2×

3間以上のややいびつな長方形を呈する建物と推測される。各柱穴は径が約30～ 60cmの円形を呈し、

埋土は暗褐色の砂質土である。また、調査区の西側にいくにつれて、削平を受けており、残存状況は

良好でない。遺物は須恵器の口縁が 1点 (3)、 須恵器 。土師器の胴部片、サヌカイ ト製フレイクが

数点検出された。

4)SB04(第 13図 )

調査区北側に位置する 2× 3間の建物である。平面形は長方形を呈し、各柱穴は約50～ 60cmの 円形

ないし楕円形を呈し、埋土はやや粘質の暗褐色砂質土である。一部黒褐色の柱痕を残すものもあった。

柱穴の深さは約20～ 50cmで、やや削平をうけている。遺物は古墳時代の土師器・須恵器 (5)力
'多
く

出土しているほか、サヌカイ トのフレイクがわずかに検出されている。

5)SB05(第 15図 )

調査区北側の西端に位置する。建物の位置から調査区外へのびる可能性を含んでいること、柱穴の

配列の途中に近代のパイプ埋設に伴う撹乱をうけていることから2× 2間以上の建物と推測される。

-10-
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Al
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十

2200m

表土

灰褐色土層 (マ ンガンをわずかに含む)(1日表土)

黒色土層 (旧表土)

灰褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)

灰褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)

暗褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)

灰黄褐色砂層

茶褐色マンガン層

灰褐色砂質土層

暗灰褐色粘質の砂質土層 (遺物包含層)

灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)

灰褐色やや粘質の砂質土層 (マ ンガン層)

灰褐色やや粘質の砂質土層

灰褐色砂層

褐灰色砂質土層

暗灰褐色やや粘質の砂質土層

暗灰褐色やや粘質の砂質土層

暗褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を多く含む)

黒褐色粘質の砂質土層

褐灰色砂質土層

暗褐色砂質土層 (炭・焼土を含む)

暗褐色砂質土層

暗灰褐色砂質土層 (焼土を含む)

黄褐色砂質土層 (基盤)

茶褐色粗砂層 (基盤 。無遺物層)

26.茶褐色マンガン層
27.茶褐色マンガン層
28.黒褐色マンガン層 (無遺物層)
29.黄褐色砂層 (無遺物層)
30。 青灰色砂層 (無遺物層)

31.褐色マンガン層
32.撹乱 灰白色砂質土層 (マ ンガンを含む)
33.撹乱 暗褐色砂質土層
34.撹乱 暗褐灰色砂質土層
35.撹乱 灰茶褐色砂質土層
36.撹乱 褐色マンガン層
37.撹乱 灰褐色砂層 (マ ンガンを含む)
38.撹乱 暗褐灰色の砂質土層
39.黒色粘質土層 (炭・焼土を含む)
40.黒色粘質土層 (炭を含む)
41.暗褐色粘質土層 (炭 を含む)
42.暗褐色粘質土層
43.暗褐色粘質土層
44.暗灰褐色やや粘質土層 (炭を含む)
45.黒色粘質土層 (炭を含む)
46.黒色粘質土層 (炭 を含む)
47.黒色粘質土層 (炭・焼土を合む)
48.黒色粘質土層 (炭・焼土を含む)
49.黒色粘質土層 (炭 を含む)
50.暗褐色粘質土層

51.暗灰褐色やや粘質の砂質土層
52.暗褐色やや粘質の砂質土層
53.暗褐色やや粘質の砂質土層 (炭を含む)
54.灰褐色砂質土層
55.黒褐色砂質土層 (炭・焼土を含む)
56.暗褐色砂質土層
57.暗褐色砂質土層
58.暗褐色砂質土層
59.褐色砂質土層
60.暗褐色砂質土層
61.黒褐色砂質土層
62.褐色砂質土層
63.暗褐色砂質土層 (炭 ・焼土を含む)
64.暗灰褐色砂質土層 (焼土を含む)
65.黒褐色砂質土層 (炭・焼土を含む)
66.暗灰褐色砂質土層
67.暗灰褐色砂質土層 (炭・焼土を含む)
68.暗灰褐色砂質土層
69.暗灰褐色砂質土層
70.暗灰褐色粘質の砂質土層
71.暗褐色粘質の砂質土層
72.暗褐色砂質土層
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第 6図 西壁セクション図 (S=1/60)
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0                2m

1.表土
2.灰黄色砂層
3.灰褐色砂質土層
4.灰黄褐色砂質土層
(マ ンガンを含む 。遺物包合層)

10。 暗褐色砂質土層

11.灰褐色砂質土層
12.茶褐色マンガン層
13.褐灰色砂質土層 (遺物包合層)
14.暗褐色砂質土層 (遺物包含層)
15.暗褐色砂質土層
16.褐色砂質土層 (砂粒が粗い)
17.暗褐灰色砂質土層 (砂粒が粗い)
18.褐灰色砂質土層

(炭・焼土を含む.遺物包合層)
19.褐灰色砂質土層 (遺物包含層)

21.暗褐色砂質土層
22.暗褐色やや粘質の砂質土層
23.暗褐色砂質土層
24.暗褐色砂質土層
25。 褐色砂質土層

26.暗褐色砂質土層 (無遺物層)

(174の ブロック埋積)

27.褐色砂質土層
28.茶褐色砂質土層
29.黄褐色砂質土層 (砂粒が粗い)

32.茶褐色粗い砂質土層

(マ ンガンを多く合む。無遺物層)

33.茶褐色粗い砂質土層

(マ ンガンを多く含む.無遺物層)

遺物層)

35。 灰色の粘土

(50の層でブロック状にはいる)

0                 2m

51.暗褐色砂質土層 (焼土・炭を含む) 93.暗 褐色砂質土層
52:暗褐色粘質の砂質土層

(焼土・炭を含む)

53.暗褐色砂質土層
54.暗褐色砂質土層

36.茶褐色のマンガンブロック

37.撹舌L層
38.灰黄褐色砂層 (近世清)
39.灰黄色砂層 (マ ンガンを含む)
40.暗褐色砂質土層 (炭を含む)

47.暗褐色砂質土層 (炭 を含む)
48.黒褐色砂質土層
49.黒褐色やや粘質の砂質土層

(焼土・炭を多く含む)

50.黒褐色やや粘質の砂質土層

(わずかに炭・焼土を含む)

56.暗褐色砂質土層
57.暗灰褐色砂質土層
58.暗褐色やや粘質の砂質土層

60.暗灰褐色粘質の砂質土層

(焼土・炭を含む)

62.暗褐色やや粘質の砂質土層

(炭・焼土を多く含む)

64.暗褐色粘質の砂質土層

(炭・焼土を多く合む)

65.暗灰褐色やや粘質の砂質土層

(炭 を含む)

68.灰褐色砂質土層 (炭 を含む)
69.黒褐色粘質の砂質土層

(炭・焼土を含む)

71.灰色粘質の砂質土層
72.灰黄褐色砂質土層

75。 暗褐色粘質の砂質土層

76.灰黄褐色砂質土層

77.灰黄褐色砂質土層
78.灰黄褐色砂質土層
79.灰黄褐色砂質土層
80.灰黄褐色砂質土層 (マ ンガンを合む)
81.灰黄褐色砂質土層
82.灰黄褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)
83.灰黄褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)
84.暗褐色砂質土層

86.暗褐色砂質土層
87.暗褐色粘質の砂質土層
88.暗褐色粘質の砂質土層

(炭・焼土を合む)

89.暗褐色粘質の砂質土層
90。 暗褐色粘質の砂質土層

91.灰褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)
92.褐色砂質土層

94.暗褐色砂質土層
95:黒褐色やや粘質の砂質土層 (炭 を含む)

96.暗褐色砂質土層 (炭を含む)
97.暗褐色砂質土層 (炭を含む)
98.灰褐色砂質土層
99.灰黄褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)
100。 明褐色砂質土層

101.明褐色やや粘質の砂質土層

104.明褐色やや粘質の砂質土層

105。 暗褐色やや粘質の砂質土層

107.暗褐色やや粘質の砂質土層

108.暗褐色砂質土層

109.暗褐色粘質の砂質土層

110。 暗褐色粘質の砂質土層

111.暗褐色やや粘質の砂質土層

112.褐色やや粘質の砂質土層

113.暗褐色粘質の砂質土層

114.暗褐色やや粘質の砂質土層

115.暗褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)

116.暗褐色やや粘質の砂質土層

(炭を含む)

117.暗褐色やや粘質の砂質土層

(炭 を含む)

119.暗褐色砂質土層 (炭を含む)
120.暗褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)

(炭 を含む)

123.褐色砂質土層

21.800m
l  

―

124.褐色やや粘質の砂質土層

125.褐灰色やや粘質の砂質土層

126.暗褐色やや粘質の砂質土層

127.暗褐色粘質の砂質土層

128.暗褐色やや粘質の砂質土層

129.褐色やや粘質の砂質土層

130.褐色粘質の砂質土層

131.暗褐色砂質土層

132.暗褐色やや粘質の砂質土層

133.暗褐色粘質の砂質土層

134.褐色砂質土層

135.褐灰色砂質土層 (炭 を含む)

136.褐灰色砂質土層 (炭 を含む)

137.褐色砂質土層

138.暗褐色砂質土層

139.暗褐色やや粘質の砂質土層

140.暗褐色やや粘質の砂質土層

(炭 を含む)

141.暗褐色やや粘質の砂質土層

(炭・焼土を含む)

142.暗褐色粘質の砂質土層 (炭 を含む)

143.暗褐色粘質の砂質土層 (炭 を含む)

144.暗褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)

145.黒褐色粘質の砂質土層

(炭・焼土を含む)

146.暗褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)

147.暗褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)

148.黒褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)

149.暗褐色やや粘質の砂質土層

150.暗褐色やや粘質の砂質土層

(炭を含む)

151.褐色砂質土層

152.褐色砂質土層

153.暗褐色砂質土層

154.暗褐色砂質土層

155.暗褐色やや粘質の砂質土層

156.暗褐色砂質土層

157.暗褐色やや粘質の砂質土層

158.暗褐色やや粘質の砂質土層

159.暗褐色砂質土層

160.茶褐色砂質土層

161.暗褐色砂質土層

162.暗褐色砂質土層

163.暗褐色砂質土層

164.褐色砂質土層

165.褐色砂質土層
166.暗褐色砂質土層

167.暗褐色砂質土層

168.暗褐色やや粘質の砂質土層

169.暗褐色砂質土層

170.暗褐色粘質の砂質土層 (炭 を含む)

5.灰黄褐色砂質土層 (マ ンガンを合む)41.暗 褐色砂質土層 (炭を含む)
6.茶褐色マンガン層 42.灰黄褐色砂層 (近世清)
7.茶褐色砂質土層 (マ ンガンを含む) 43.撹 乱層
8.赤茶褐色砂質土層
(マ ンガンを多く含む)

44.暗灰褐色砂質土層 (炭を多く含む) 85.褐 色砂質土層
45。 暗褐色やや粘質の砂質土層

9.灰黄褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)46.暗 褐色砂質土層 (焼土を含む)

21.800m

東西 トレンチ丁1

東西 トレンチT2

東西 トレンチT3

42o586

20.暗褐色粘質の砂質土層 (炭を多く含む)55.暗灰褐色やや粘質の砂質土層

(黄色ブロック・焼土・炭を含む) 102.暗褐色やや粘質の砂質土層
59.暗褐色砂質土層 (炭をわずかに含む)103.暗褐色やや粘質の砂質土層

2

― ― ― ― ― ― ― -1-―

1764'

21.800m

61.暗灰黄褐色砂質土層 (焼土・炭を含む)106.暗褐色やや粘質の砂質土層

0                 2m

21 800m

34.黄褐色粗い砂質土層 (マ ンガンを含む.66.暗灰褐色砂質土層
灰色の粘質土をブロック状に合む。無 67.灰褐色砂質土層

30.茶褐色砂質土層 (マ ンガンを含む) 63.暗 褐色やや粘質の砂質土層
31.茶褐色やや粗い砂質土層 (無遺物層)   (炭 ・焼土を多く含む)

21.800m

70。 暗灰褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)118.暗褐色やや粘質の砂質土層

73.暗褐色砂質土層 (炭・焼土を含む) 121.黒褐色粘質の砂質土層 (炭を合む)
74.暗褐色砂質土層 (炭・焼土を多く含む)122.暗褐色やや粘質の砂質土層

21.800nn 72 8 7 92 1

00191
5

魏
0                 2m

111 119

110

21800m

E

G

魏 颯

105 107

第 7図 東西 トレンチセクション図 (S=1/60)

東西 トレンチT4
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平面形はややいびつな長方形を呈し、南側の柱穴は削平により残存

状況が良好ではない。遺物は弥生土器 (6)やサヌカイト製打製石

鏃 (S4)力 若`千混在するが、主体を占めるのは 8世紀以降の土師

器と須恵器 (11)である。

6)SB06(第 16図 。第17図 )

調査区のほぼ中央に位置する、2× 4間の建物である。平面形は

ややいびつな長方形で南北方向に長く、ほぼ磁北に沿って建てられ

ている。各柱穴は径が約30～ 60cmで、埋土は暗褐色の砂質土である。

遺構は、一様に削平をうけており、残存状況は良好でない。遺物は、

弥生土器 (9)がわずかに混在するが、主体は古墳時代から古代に

かけての土師器、須恵器 (7・ 8・ 10・ 12～ 14)で、破片で図化

できなかったが、提瓶など器種も豊富に出土している。

SB01(S=1/60)

-17-

第 2節 遺構と遺物

・S
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0                 5cm

0                 10cm

第 8図 SB01出土遺物
(S=1/201/4)
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

ン 、

第10図  SB02 (S=1/80)

_一く)―______

21500m

0            2m

Pl

l   暗灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)
2・ 3 暗褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)
4・ 5 暗灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭を含む)
6・ 8 暗褐色粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)
7・ 9 暗褐色粘質の砂質土層
10・ 11 暗褐色やや粘質の砂質土層 (砂粒が粗い)

P2
1 灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)
2 暗灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭を含む)
3 暗褐色やや粘質の砂質土層
4 暗灰褐色やや粘質の砂質土層 (黄色ブロックを含む)
5 暗灰褐色粘質の砂質土層
6 暗灰褐色粘質の砂質土層
7 灰褐色やや粘質の砂質土層
8 灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭を含む)

-18-



7)SB07(第 19図 )

調査区のほぼ中央に位置している 2×

3間の建物である。平面形は南北方向に

長い、いびつな長方形を呈 しており、各

柱穴には柱痕を残 しているものを含む。

柱穴の径は約50～ 80cmで 、やや大きめで

ある。柱穴の埋土は柱痕部分がほかと比

較して黒く粘性があるが、基本的に暗褐

Ш009・ L乙

0              2m

第 2節 遺構と遺物

I='
―

遅
れ

一

~  S2

0                 5cm

SB03(S=1/60)
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第11図  SB02 0 SB03出土遺物 (S=1/2・ 1/4)
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

冬

堡

邊

0                2m

第13図  SB04(S=1/60)
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0                 10cm

第14図  SB04出土遺物
(S=1/4)

第2節 遺構と遺物

色の砂質土である。遺物は土師器、須恵器 (15。 17～ 19)が 多く

出土している。最も古い段階で6世紀前半の不蓋 (18)が検出され

ているが、8世紀段階の土師器の皿 (17)や須恵器の不 (19)力 主`

体を占めているため、建物の時期は8世紀までさがると考えられる。

また、サヌカイト製のスクレイパー1点 (S5)が 出土している。

8)SB08(第 21図 )

調査区のほぼ中央、東端に位置する。建物の 2辺が調査区外に延

びているため、遺構の全容を知ることは困難である。おそらく2×

3問以上の建物で、平面形はいびつな長方形と考えられる。各柱穴

は円形ないし、いびつな楕円形を呈し、径は約40～60cmである。埋

o                2m

第15図  SB05(S=1/60)
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第16図  SB06(S=1/60)
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第17図  SB06(S=1/60)

マ

三≦三礼
第18図  SB05 0 SB06出土遺物

７

・・「

土はやや粘質の暗褐色砂質土で、一部柱痕を残すものもみとめられる。遺物は土師器 (16)、 須恵器

が出土している。多くが胴部片で、日縁は 1点のみ出土した。器形から6～ 7世紀に位置づけられる。

9)SB09(第22図 )

調査区のほぼ中央、東端に位置する。建物の主体が調査区外へ延びることから、遺構の全容を知る

ことは困難である。各柱穴はややいびつな円形を呈し、径は約30～ 40cmに まとまっている。埋土は粘

質の黒褐色砂質土で緻密である。出土遺物は検出されなかった。

10)SB10(第 23図 )

調査区のほぼ中央、西端に位置する。建物の主体が西側の調査区外へ延びることから、遺構の全容

を知ることは困難である。また後世の削平をうけており、遺構の残存状況は良好ではない。各柱穴は

径が約30～ 70cmの円形ないし隅丸方形を呈し、埋土は暗褐色砂質土である。出土遺物は量が多く、土

師器、須恵器 (20～34)力 検`出されている。28は底部にヘラ切りの痕跡を残 している。時期は器形

から9～ 11世紀と考えられる。

11)SB12(第 25図・第26図 )

調査区のほぼ中央に位置する、 2× 4間の総柱建物である。削平が著しく、遺構の残存状態は良好

ではないが、一部柱痕を残すものもみとめられる。ほぼ磁北にそった南北方向に長い、長方形の平面

形を呈し、ややいびつである。各柱穴は円形ないし楕円形を呈する。また、柱穴の埋土中に石を含む

ものもある。埋土は一様に暗褐色の砂質土だが、柱痕を残すものについては柱痕の部分と考えられる

第 2節 遺構と遺物

C
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第Ⅲ章 発掘調査の概要
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第19図  SB07(S=1/60)

-24-



第2節 遺構と遺物

箇所にやや粘性があった。遺物は土師器 (35・ 36)、 須恵器が出土している。

12)SB13(第 29図 。第30図 )

調査区のほぼ中央に位置する、庇付きの 2× 3間の総柱建物である。削平が著しく、遺構の残存状

況は良好ではない。平面形はややいびつな方形を呈している。各柱穴は円形ないし、いびつな楕円形

で、埋土中に石を含むものが多い。遺物は土師器、須恵器 (239。 242・ 263・ 269・ 282)、 石器 (S

6。 S7)が 出土している。土師器の中には図化できなかったが、内面が黒色のものも含んでいる。

器形から時期は10～ 11世紀と考えられる。

で
「
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19I           S5

0                 5cm 0                   10cm

第20図  SB07・ 08出土遣物 (S=1/2・ 1/4)
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

21.600m

第22図  SB09(S=1/60)

― l

21.500m

0                2m

第23図  SB10(S=1/60)

13)SB14(第 31図 )

調査区の南西部に位置する 2× 4間の建物である。遺構は後世の削平をうけており残存状況は良好

とはいえない。平面形は長方形を呈し、磁北にそって南北方向に長い。各柱穴は円形ないし、いびつ

な楕円形で、一部柱痕をのこすものもみとめられる。埋土は暗褐色砂質土である。遺物は土師器、須

恵器 (38・ 223・ 331)が検出さており、とくに土師器の甑や甕など煮沸具が多く出土した。また、

サヌカイト製の楔形石器 (S8・ S9)や砂岩製の石斧片 (S10)力 混`在 している。

14)SB15(第 32図 )

調査区のやや南よりの西端に位置し、遺構の 3辺は調査区の東側に延びると推測 される。建物は

4× 2間以上の長方形プランになると考えられる。各柱穴は円形ないしいびつな楕円形を呈し、径は

約40～ 80cmで ある。埋土はやや粘質の暗褐色砂質土で、一部柱痕を残すものもみとめられる。後世の

B

B

-26-



第 2節 遺構と遺物
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ゴ
３４第24図  SB10出土遺物 (S=1/4)

削平により、遺構の残存状態は良好ではない。遺物は土師器、須恵器 (37)が 出土している。37は

須恵器の不蓋で、つまみの形状から8世紀ごろに位置づけられる。

15)SB16(第 33図 )

調査区のやや南よりの西端に位置し、遺構の 3辺は調査区の東側に延びると推測される。建物の主

体が東側の調査区外へ延びることから、遺構の全容を知ることは困難である。しかし、現存する遺構

の配列からほぼ磁北にそって建物を配置していると考えられる。各柱穴は円形ないし楕円形を呈し、

径は約20～ 40cmで ある。埋土は暗褐色の砂質土で、削平により遺構の状態は良好ではない。遺物は土

師器 (39)、 須恵器が出土している。

16)SB17(第 35図 )

調査区の南よりの西端に位置し、遺構の 3辺は調査区の東側に延びると推測される。建物の主体が

東側の調査区外へ延びることから、遺構の全容を知ることは困難である。各柱穴は削平により残存状

況は良好とはいえないが、ほとんどのものに柱痕がみとめられた。柱穴の平面形はいびつな楕円形の

ものが多く、径はいずれも60cm前後でそろっている。埋土は暗灰褐色の砂質土で、やや粒子が粗い。

遺物は土師器、須恵器が出土している。とくに土師器は甕や甑といった煮沸具の出土が多い。

17)SB18(第 37図 )

調査区の南よりの西端に位置し、遺構の 3辺は調査区の東側に延びると推浪1さ れる。建物の主体が

東側の調査区外へ延びることから、遺構の全容を知ることは困難である。各柱穴は削平により残存状

況は良好とはいえない。各柱穴は円形を呈し、径は約30～ 40cmで一様である。埋土は暗褐色の砂質土

で、建物はほぼ磁北にそって配置されているようである。出土遺物は少量で、土師器と須恵器の破片

が出土しているが時期を特定することは困難である。また、サヌカイト製の石錐1点 (Sll)が混じ

っている。

18)SB19(第 36図 )

調査区の南側に位置する。 3× 1問以上の建物と推測されるが、清や近代の撹乱が近辺に存在する

ため遺構の全体が不明瞭である。確認できる各柱穴はいずれも径が70cm前後の楕円形を呈するもの

で、柱痕を残すもの、埋土中に石を含むものがみられる。埋土は暗灰褐色の砂質土で砂粒が多く、固

-27-
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第 2節 遺構と遺物

第26図  SB12(S=1/60)

0                 10cm

第27図 SB13出土遺物 (S=1/4)

0                 5cm

SB13出土遺物 (S=1/2)
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第 2節 遺構と遺物

0            2m
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第 2節 遺構と遺物

0               2m

第32図 SB15(S=1/60)
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

Luoo9・ L乙

37   

フ

10cm

0                2m

第34図 SB14 0 SB15出土遺物

(S=1/4)

く締まっている。遺物は土師器、須

恵器 (40～ 44)が出土 した。出土

した土師器は甕、甑といった煮沸具

が多い。

19)SB20(第 42図 )

調査区の南側に位置する。総柱建

物と考えられるが、遺構が西側の調

査区外へ延びているため建物の全体

の規模は不明である。各柱穴は平面

形がいびつな円形を呈し、一部柱痕

がみとめられるものがある。柱穴の

径は約30～ 40cmで ある。埋土は暗灰

褐色あるいは灰褐色の砂質土で、固

く締まっており、部分的に粘土ブロ

ックを含む。遺物は土師器、須恵器

(45・ 46)が検出されている。45は

内外面に丹塗りをほどこした杯であ

る。このほか甑の破片など煮沸具も

出土している。時期は 8世紀頃に位

置づけられよう。

20)SB21(第 40図 )

調査区の南側に位置する。建物の

3辺は調査区の西側に延びると推測

される。建物の主体が西側の調査区

外へ延びることから、遺構の全容を

知ることは困難である。各柱穴は径

が約50～ 60cmの円形ないし隅丸方形

を呈し、深さはいずれも約50cmで あ

る。埋土は暗灰褐色の砂質土で、砂

粒が多く締まっている。部分的に粘

Ｅ

ｏ
ｏ
Ｏ

ア
Ｎ
褻
澳

澳

褻

頷

褻

涅

澳

褻

澳

褻

恣

兆
21600m

C,鯰

鯰鯰魏鯰⑫孵鯰鯰
甲

0                 10cm

(S=1/60)・ SB16出土遺物 (S=1/4)第33図  SB16
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第 2節 遺構と遺物

颯颯
0                2m

颯 魏
暗褐色砂質土層

暗灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を合む)

暗褐色やや粘質の砂質土層

第35図  SB17(S=1/60)

冦

　

　

癬

0                2m

第36図  SB19(S=1/60)
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Ｅ
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0                2m
D                  A

第37図  SB18(S=1/60)
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第 2節 遺構と遺物

__:::::l〕、
 40

「
〃
＝
Ⅳ
［“

貪 ●

Sll

●
0                  5cm

第38図 SB18出土遺物 (S=1/2) 第39図  SB19出土遺物 (S=1/4)

土ブロックが混じる。遺物は土師器、須恵器が出土した。いずれも破片で時期を特定することはでき

ない。

21)SB22(第 43図 。第44図 )

調査区の南側に位置する。 2× 3間の総柱の建物である。平面形は南北方向に長い、長方形を呈す

る。各柱穴は径が約60～ 80cmの 円形ないし隅丸方形を呈し、深さは約30～ 60cmで ある。埋土は暗灰褐

色あるいは灰褐色の砂質土で、砂粒が多く、固く締まっている。部分的に粘土ブロックが混じる。柱

痕を残すものもみとめられる。遺物は弥生土器 (47～ 49)が混在するが、土師器、須恵器 (50・ 51)

が主体を占める。土師器の中には牛角状取手をもつ甑の破片も含まれており、遺構の時期は出土遺物

の器形から7世紀頃と考えられる。

22)SB23(第 46図 )

調査区の南側に位置する。近代の撹乱により遺構の残存状況は良好ではないが、 2× 3間以上の長

方形プランの建物と考えられる。遺構配置が調査区外の西側に延びていることから、全容はあきらか

ではない。各柱穴は径が約70～ 100cmの 円形ないし楕円形を呈し、深さは約40～50cmで ある。埋土は

21.500m

第40図  SB21(S=1/60)

B
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

0                  10cm

第41図 SB20出土遺物 (S=1/4)

0                2m

暗灰褐色やや粘質の砂質土層

黒褐色粘質の砂質土層 (炭・焼土を合む)

暗灰褐色粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)

暗灰褐色粘質の砂質土層

暗灰褐色砂質土層 (焼土を含む)

4と 同じ

Lu oo9・ LZ

Ш009 Lι

灰褐色砂質土層

黒褐色粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)

暗灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭 を含む)

暗褐色粘質の砂質土層

褐色やや粘質の砂質土層

黒褐色粘質の砂質土層

灰褐色粘質の砂質土層

灰褐色砂質土層 (炭・焼土を含む)

暗灰褐色砂質土層 (焼土を含む)

暗黄褐色砂質土層

灰褐色やや粘質の砂質土層

(炭・焼土を含む)

ヽ
ユ
・０
０
０
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ヽ
三
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第42図 SB20(S=1/60)
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21.600m

第 2節 遺構と遺物

21.600m

第43図 SB22(S=1/60)

-39-

0                2m



第Ⅲ章 発掘調査の概要

Pl

l 灰褐色粘質の砂質土層
2 暗灰褐色やや粘質の砂質土層
3 暗灰褐色粘質の砂質土層
4 灰褐色粘質の砂質土層

0                2m

P2
1 灰褐色粘質の砂質土層
2 灰褐色やや粘質の砂質土層
3 暗灰褐色粘質の砂質土層
4 黄褐色砂層

P3
1 暗灰褐色やや粘質の砂質土層
2 灰褐色砂質土層
3 暗灰褐色粘質の砂質土層
4 暗灰褐色粘質の砂質土層
5 暗灰褐色やや粘質の砂質土層
6 暗灰褐色やや粘質の砂質土層
7 灰褐色砂質土層

(炭・焼土を含む)

(焼土を含む)

(炭・焼上を含む)

第44図l SB22 (S=1/60)

0                  10cm

第45図 SB22出土遺物 (S=1/4)

暗灰褐色あるいは灰褐色の砂質土で、部分的に粘土ブロックを含む。また、埋土中に石をふくむもの、

柱痕を残すものがある。さらに、遺構の底部に礎板と思われる木材が検出された柱穴も存在する。礎

板は朽ちていて、原形を把握することは困難であった。遺物は弥生土器 (52・ 54)力 出`土 している。

23)SB24(第 49図 )

調査区の南側に位置する。建物の 3辺は調査区の西側に延びると推測される。建物の主体が西側の

調査区外へ延びることから、遺構の全容を知ることは困難である。各柱穴は径が約50～ 60cmの円形を

呈し、深さは一様に50cm前後である。埋土は暗灰褐色あるいは灰褐色の砂質土で固く締まっており、

部分的に粘土ブロックを含む。遺物は土師器、須恵器 (322)力 出`土 しており、遺構の時期は須恵器

の器形から8世紀頃に位置づけられる。また粘板岩製の磨製石庖丁の破片が混じっている。

24)SB25(第 48図1)

調査区の南側に位置する。建物の 3辺は調査区の西側に延びると推測される。建物の主体が西側の

-40-



第 2節 遺構と遺物
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0                 2m

第46図 SB23(S=1/60)

―

蒻

一

・__  S12

0                 5cm

7
. ｀
 52

曇 55t   

∝m

第47図 SB23 0 SB25出土遺物 (S=1/2・ 1/4)
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第48図 SB25(S=1/60)

才

(炭・焼土を含む)

SB24(S=1/60)
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21500m

0                2m

21.500m

0                2m
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２

３

４

Ｐ‐

１

２

３

４

５

暗灰褐色やや粘質の砂質土層

暗灰褐色やや粘質の砂質土層

灰褐色やや粘質の砂質土層

灰褐色砂質土層

暗灰褐色砂質土層

灰褐色粘質の砂質土層 (炭を含む)

暗灰褐色粘質の砂質土層

灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)

灰褐色やや粘質の砂質土層

第49図
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0            2m

第50図 柵列 (S=1/80)

調査区外へ延びることから、遺構の全容を知ることは困難である。径が約60～ 70cmの 円形ないし楕円

形を呈し、後世の削平をうけているため深さは約20～ 30cmで ある。埋土は暗灰褐色あるいは灰褐色の

砂質土で、部分的に粘土ブロックを含む。遺物は土師器、須恵器 (53・ 55・ 56)力 出`土 している。

土師器は甕などの煮沸具が多く、須恵器の出土は少ない。出土土器の器形から遺構の時期は7世紀頃

に位置づけられる。また弥生土器、サヌカイト製の打製石鏃1点 (S12)が混在している。

(2)柵列 (第 50図 )

柵列は調査区のほぼ中央部東端に位置し、南北方向にのびる 7本の柱穴からなる。各柱穴は径が約

20～ 40cmのほぼ円形で、削平が著しく、残存状況は良好ではない。遺物は検出されていない。

(3)溝

溝はSDllか らSD20ま で10本確認された。埋土はいずれも黒褐色から暗褐色のやや粘質の砂質土で、

深さはそれぞれ10～ 50cmで一様ではない。溝状遺構は調査区全体にわたり検出されたが、近世から近

代にかけての削平が著しく、遺構の残存状況は良好ではなかった。
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0                                      10Cm

第52図  SD13出土遺物 (S=1/2)

SDllの 出土遺物はほとんど検出されなかったが、甕の口縁 (57)が 1点出土している。SD13か ら

SD16ま での溝状遺構と切り合い関係にあり、最も時期が新しいと考えられる。

SD12は調査区西北端に位置し、調査区外べとわずかにつづくと考えられる。遺物は土師器 (58～ 60)

が検出されている。

SD13は調査区の中央部に広範囲にわたって検出され、西側の調査区外に向かって環状をなすよう

に巡っていると推測される。SD13の埋土中からは多くの遺物が検出された。遺物は弥生時代前期か

ら古代の上器 (63～ 96)、 石器 (S15～ S22)、 土製品 (Cl・ C2)、 フイゴの羽口 (C25。 C26)、

鉄滓などが出土し、とくに注目されるのは鉄滓とフイゴの羽口で、フイゴの羽回は細かい破片もあわ

せると約20点が検出された。これらの遺物から、本遺跡において鍛冶が盛んに行なわれていたことが

推測される。72はほぼ完形の甕で、外面は刷毛調整、内面は指頭圧痕とヘラ状工具による粗い調整が

ほどこされている。74は底部にヘラ切りの痕跡を残す古代の土器で、SB12と 切り合った近辺から出

土した。SB12の柱穴からの出上ではないが流れ込みの可能性がある。

-45-



第Ⅲ章 発掘調査の概要

マ
100

1` 106

ｍ

Ｓ ２４

一

‐［
＝
Ｙ
颯

一

0                  5cm

第53図  SD15 0 SD16・ SD17・ SD19 0 SD20出土遺物 (S=1/2・ 1/4)
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第2節 遺構と遺物

SD14は調査区北よりに位置する溝状遺構である。SDllと 近接し、SD15に切られている。遺物は埋

土中から須恵器 (61)、 土師器 (62)を 検出した。

SD15は調査区北よりに位置する。一端をSDllに 、もう一端を近代のパイプにより切られている。

遺物は埋土中より土師器 (97・ 98・ 1020103)及び須恵器 (99。 104)カミ検出され、器形から8世紀

に位置づけられよう。

SD16は調査区のやや北よりに位置し、SDll、 SD13と 切り合っている。西側の端部は調査区外へと

つづいている。遺物は土器 (100010101050106・ 1100111・ 114。 124)、 石器 (S23・ S24)が

検出されている。弥生土器が多く混じるが、図化できなかった須恵器片も多数出土しており、時期は

古墳時代の終わりごろではないかと考えられる。

21.300m

1 褐色土層 (焼土塊を含む)
2 灰褐色土層 (焼土塊を含む)
3 灰褐色やや粘質の砂質土層 (炭・焼土を含む)
4 灰褐色土層 (焼土を含む)
5 灰褐色土層 (焼土塊を含む)
6 褐色砂質土層 (焼土塊を含む)
7 灰褐色土層 (炭・焼土を含む)
8 暗褐色土層 (炭を含む)
9 暗灰褐色土層 (炭・焼土を含む)
10 灰褐色砂質土層

0             1m

美
―
S27

0                  5cm
0                  10cm

O SK5出土遺物 (S=1/2・ 1/4)

-47-
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

21.900m

1 褐灰色粘質の砂質土層 (マ ンガンを含む)
2 灰褐色やや粘質の砂質土層
3 暗灰褐色粘質の砂質土層 (マ ンガンを含む)
4 暗灰色粘質の砂質土層
黄褐色砂質土層 (マ ンガンを含む)

青灰色砂質土層

青灰色やや粘質の砂質土層

暗灰色粘質の上層

青灰色粘質の砂質土層

青灰色砂質土層

青灰色粘質の砂質土層

暗青灰色粘質の土層

暗灰色粘質の土層

暗灰色粘質の砂質土層

0            1m

第55図  SK27(S=1/30)

SD17は調査区の西端に位置 し、調査区外へとのびる。埋土はやや粘性のある黒褐色の砂質土で、

深さは10～ 20cmで、近世から近代にかけての削平をうけていると考えられる。遺物を多く含んでいた。

サヌカイ ト製の楔形石器1点、113の土器をのぞけば、 7世紀から8世紀の土器 (107～ 109・ 112・

119～123)が主体を占める。

SD18は 調査区西端に位置し、一端が近代のパイプにより撹乱をうけており、もう一端は調査区外

へとつづく。出土遺物は土師器、須恵器の破片が出土したが図化できなかった。

SD19は 調査区南側に位置する溝状遺構で、一端が近代のパイプにより撹乱をうけている。出土遺

物は少量で、土器 (116)が数片検出された。
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SD20は調査区南側の西端に位置 し、調査区外へ

とつづく。土器 (115・ 117・ 118)と 石器 (S26)

が検出された。S26は 流紋岩製の敲石で基部を持ち

やすいように打ち掻いている。下端は平坦で、使用

による敲打痕が明瞭にのこる。重量1,300g。

出土遺物から今回検出した清状遺構は 5世紀後半

から8世紀にかけて利用されたと考えられる。これ

らの遺構は集落に伴うものと考えられるが、これら

の遺構に共存する住居址、掘立柱建物を検出するこ

とはできなかった。しかし、SD13をはじめ、SD12、

SD16、 SD17、 SD18、 SD20な ど溝の一端が調査区

の西側へのびる様相を示していることから当該時期

の集落の主体部は西側の調査区外に位置すると考え

らヤしる。

(4)土渡 (第 54図・第55図 )

土墳は55基検出した。そのうち埋土中から遺物が

出上したものは27基である。土渡の埋土は一部の土

墳を除いて、暗褐色ないし黒褐色の色調を呈し、粘

質の砂質土である。それぞれ時期は埋土中の出土遺

物より縄文時代晩期から中世までと考えられる。し

かし、掘立柱建物が中世段階、溝が古墳時代から中

世段階を主体とする遺構であるのに対し、土壊から

彦

0                 10cm

第 2節 遺構と遺物

0                 5cm

7             」
        128

第56図  SK27出土遺物 (S=1/2・ 1/4)

出上した遺物は縄文時代晩期から弥生時代中期にかけてのものが多く、当該時期の遺構の可能性が高

い。

SK 5は調査区の北側に位置する。平面形は円形を呈し、径が約150cm、 深さが約30cmの土塘である。

埋土は茶褐色ないし赤褐色の砂質土で、粘性はない。埋土中にこぶし大の焼土塊をはじめ、焼土、炭

化物を多く含んでいた。しかし、土渡の床面および壁面を観察したところ被熱の痕跡はみとめられず、

この場所で火を使った形跡はない。この遺構は古墳時代のものと思われるピットに一部きられている

が残存状況は比較的良好であうた。遺物は弥生土器 (1250126)、 サヌカイト製の打製石鏃 (S27)、

石錐、スクレイパーが 1点ずつ検出された。125は弥生時代前期前半の壷の口縁部で、調整は内外面

ともに摩滅しており不明だが、くびれ部に段を有し当該時期の土器の特徴をよく表している。弥生時

代前期に位置付けられる6

SK27は調査区の南側に位置する。土渡の西側部分は近代のパイプ埋設に伴う撹乱をうけているが、

遺構の残存状況はほぼ良好である。平面形はいびつな円形を呈し、径は約200cmで、深さは約120cmで

ある。埋土は暗灰褐色から青灰色を呈し、粘質の砂質土層で湿り気がある。下部にいくにつれて砂質

の割合が高い。また、部分的に粘土ブロックを含んでおり、遺構の中ほどはマンガンの沈着により橙

色を呈している。埋土中には石が多く含まれており、井戸であった可能性が考えられる。出土遺物は
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第57図  SK8出土遺物 (S=1/201/4)

ほとんど含まれておらず、わずかに8～ 9世紀の土器片 (127)、 弥生土器の底部片 (128)、 流紋岩

製の石斧未製品を1点 (S30)検出したにすぎない。

SK8は調査区のほぼ中央に位置する。平面形はいびつな楕円形を呈し、長径は約100cmである。埋

土は粘質の暗褐色砂質土で、炭化物と焼土を含んでいる。ほかの遺構と比較して遺物を多く含んでお

り、とくにサヌカイト製の石器、剥片の出土の割合が高かった。そのため埋土を水洗したところ、サ
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第58図 土墳出土遺物 (1)(S=1/4)

ヌカイト製の打製石鏃14点 (S31～ S44)、 石錐1点 (S45)、 粘板岩製のスクレイパーの未製品 1点

(S46)、 およびサヌカイトの剥片 。チップを無数に検出した。石器は未製品あるいは欠損しているも

のが多く、石器製作の段階、あるいは使用により欠損したものを土娠内に廃棄したのではないかと考

えられる。また、土器は縄文時代晩期の深鉢形土器の回縁部をはじめ、浅鉢形土器を検出した (129

～137)。 いずれも条痕状の工具による入念な調整がほどこされおり、焼成も良好である。しかし、
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第60図 柱穴 (1)(S=1/30)
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0           10cm

第62図 柱穴出土遺物 (1)
(S=1/4)第61図 柱穴 (2)(S=1/30)

全体の器形がわかるものは134のみであった。

土塘の埋土中から出土した遺物の中で残存状況が良好なものを第58図 。第59図 に掲載している。ま

た、土器観察表、石器 。石製品一覧表、土製品一覧表の遺構番号は第 5図の番号と対応している。

138はSK 6か ら出土した縄文時代晩期の鉢形土器の口縁部である。1397163は弥生土器である。

140・ 142は いずれもSK19か ら出土した前期の壺型土器の口縁部で、段が明瞭にみとめられる。144

はSK23か ら出土した土器で、復元口径が42cmの甕形土器で、口唇部直下に凸帯が一条巡り、ほぼ等

間隔に刻目がほどこされている。1450146は SK24か ら出土した縄文時代晩期の土器で、日唇部に凹

線文がほどこされている。147は弥生時代中期の甕形土器でSK 3か ら出土した。156は SK24か ら出土

した甕形土器の底部で穿孔がほどこされている。163は蓋形土器で上部を欠損しているが、おそらく

角状の突起がつくと考えられる。

164～ 166・ 170・ 174は須恵器、167～ 169。 171～ 173・ 175～193は土師器である。時期は古墳時

代から中世である。167は 土師器の甕形土器で、内面に横方向のハケ調整を明瞭にのこす。170は

SK26か ら出土した須恵器の甕で回縁部直下に羽状文がほどこされている。173は SK22か ら出土した

無頸壺の回縁部である。176はSK20か ら出上した甑の把手である。把手の断面は楕円形を呈しており、

古代に位置付けられよう。177はSKlか ら出土した杯で、復元□径12.2cm、 器高3。3cmを はかる。色調

は灰白色を呈している。日唇部がやや外反しており、調整は入念である。178・ 185は SK23か ら出土

した椀形土器である。いずれも浅黄橙色ないし灰白色を呈し、ろくるによる入念な調整がほどこされ

ている。

また、S47～S57は土墳から出土した石器である。石器がまとまって出土した土渡はSK8以外みと

められなかった。S47～S50はサヌカイト製の打製石鏃で、とくにS49。 S50は未製品である。 S52は

サヌカイ ト製の楔形石器で、重量は5.Ogo SK13か ら出土した。S53は SK17か ら出土したサヌカイト
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第63図 柱穴出土遺物 (2)(S=1/4)

製の石匙である。残存重量は17.lgo SK17か らは粘板岩製の石庖丁も出土している。S55はSK19か ら

出土した流紋岩製の磨製石斧である。ほぼ完形だが、刃部にわずかな欠損がある。基部に敲打痕が残

存するが、全体を入念に研磨しており、一部研磨痕がみとめられる。重量は621.8g。

C3は SK15か ら出土した土錘である。上端、下端を欠くが、残存重量は5.8gである。

(5)柱穴 (第 60図 ・第61図 )

柱穴は切 り合いの関係などの問題があるが、1,300基以上を検出した。これ らは何 らかの建物の柱
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第64図 柱穴出土遺物 (3)(S=1/4)

穴であると思われるが、同すの遺構のものと考えられる柱穴がみとめられなかった。埋土は暗灰褐色、

暗褐色、黒褐色の色調で、すべて粘質の砂質土である。調査区の南側へいくにつれて粘性がつよくな

るようである。多くの柱穴の埋没状況は一様であったが、柱痕を残すもの、埋土中に石を含むもの、

柱穴床面に木材を含むものがみとめられた。柱穴床面に木材を含むものについては残存状況が悪く、

形状および加工痕等は観察できなかった。それぞれ時期は埋土中の出土遺物より弥生時代前期から中

世までと考えられる。

Pl16は調査区の中央部に位置するピットである。平面形はややいびつな楕円形を呈し、径は約50cm、

深さは約30cmで ある。埋土はやや粘質の暗褐色砂質土層で、柱痕を残す。出土遺物は検出されなかっ

た。

Pl17は調査区の中央部、SB10に近接し、Pl16の北側に位置する。平面形は円形を呈し、径は約40

フ
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348

柱穴出土遺物 (6)

0                 10cm
序
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cm、 深さは約20cmで ある。遺構は開墾による削平をうけており残存状況は良好ではない。埋土は基本

的にやや粘質の暗褐色砂質土層だが、柱痕部分は粘質の黒褐色砂質土層を呈す。出土遺物はみとめら

れなかった。

Pl18は調査区南側、SB21と 近接 した位置に存する。平面形がややいびつな円形を呈し、径は約60

cm、 深さは約40cmあ り、柱痕を残す:埋土は粘質の暗褐色砂質土層で、柱痕部分は若千黒色を呈す。

出土遺物は検出されなかった。

Pl19は調査区の南側、SD19、 SD20と 近接するピットである。平面形は円形を呈 し、径が約50cm、

深さが約30cmで、遺構の残存状況はやや良好である。柱痕が残存しており、埋土はやや粘質の暗褐色

砂質土層である。出土遺物は検出されなかった。

Pl15は調査区の最も南側に位置するピットである。平面形はややいびつな隅丸方形を呈し、埋土中

に石を多く含んでいる。径は約50cm、 深さは約30cmで あった。埋土は湿り気のある暗灰褐色ないし灰

褐色の砂質土で、砂の割合が高く、よくしまっている。また、粘土ブロックを含んでいる。遺物は検

出されなかった。

P82は SB 7、 SD13と近接するピットである。平面形はいびつな楕円形を呈し、長径は約60cm、 深

さは約40cmで遺構の残存状況はやや良好である。埋土はやや粘質の暗褐色砂質土層で、柱痕をよく残

している。出土遺物は須恵器の杯が 1点 (195)検 出された。195は復元口径14.2cm、 器高4.4cm、 底

径9。 lcmを呈する。内外面ともに回転ナデによる入念な調整がほどこされており、焼成は良好である。

器形から時期は 8世紀頃と思われる。

P79はSD16を きっているピットで、調査区の中央部東端に位置する。平面形は円形を呈し、径は約

40cm、 深さは約30cmで ある。埋土はやや粘質の暗褐色砂質土層で、粘質の黒褐色砂質上の柱痕を残 し

ている。出土遺物は早島式土器と思われるほぼ完形の椀が 1点 (194)検出された。194は口径が11.8

cm、 器高が3.7cm、 底径が5。 2cmを 呈する。内外面ともに指頭圧痕を明瞭にとどめ、そのあと入念にナ

デ調整をおこなっている。高台をやや粗雑にとりつけている。焼成は良好で、若千歪んでいる。色調

は浅黄橙色を呈する。

P88は SD18、 Pl16と 近接するピットで、調査区中央部の東端に位置する。平面形はいびつな楕円形

を呈し、長径が約50cm、 深さが約15cmである。削平により、遺構の残存状況は良好とはいえない。埋

土は暗褐色の砂質土層で、平坦でやや大きめの石を床面中央に配置している。この石は柱の沈み込み

をおさえる役割をしていたと考えられる。その石の上面からほぼ完形の上師器の杯が1点 (193)検

第67図
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第68図 柱穴出土遺物 (7)(S=1/2)

出された。193は口径が13。 2cm、 器高が3.9cmを 呈し、焼成時のひずみが大きい。内外面ともにユビオ

サエとナデによる調整がほどこされており、焼成は良好である。色調は灰白色ないし浅黄橙色を呈す

る。器形から10世紀頃と位置付けられる。

柱穴の埋土中から出土した遺物の中で残存状況が良好なものを第63図～第68図に掲載している:ま

た、土器観察表、石器・石製品一覧表、土製品一覧表の遺構番号は第 5図の番号と対応している。

196～ 222は弥生土器である。196～ 202・ 204・ 205は壷形土器である。199は P18か ら出土した頚

部に段を有する弥生時代前期前半の土器である。復元口径は14。2cmで ある。197・ 198・ 200～ 202は

装飾が顕著で、凸帯や刻目がほどこされている。弥生時代中期中葉の土器である。203はP18か ら出土

した甕形土器である。199の壷形土器と同一遺構から検出された。日唇部に等間隔の刻目がほどこさ

れており、外面にススがわずかに付着する。復元回径は21.Ocmである。206は P2か ら出土した蓋形土

器の上部で甕形土器に対応するものである。207はP5か ら出土した深鉢と思われるが、破片のため

傾き不詳はある。口唇部直下に貼り付け凸帯を有する。209～ 211・ 213は高杯形土器である。209は

P100か ら出土したもので、器形から弥生時代前期後半に位置付けられる。内外面ともにミガキがほど

こされており、復元口径は17.5cmである。

223～226は土師器の煮沸具である。229～245は古代の杯および皿である。231はP70か ら出土した、

ほぼ完形の皿である。□径は14.6cm、 器高は2.2cmを呈す。240は P42か ら出土した完形の杯で、日径

は10.4cm、 器高は3.lcmで ある。223～ 298は古代から中世にかけての土師器である。259は P43か ら出

土した完形の椀である。歪んでいるが、回径は14.Ocm、 器高は5.9cm、 高台の径9.5cmを呈す。271は

P97か ら出土した平安時代の灯明皿で、図の網掛け部分にススの痕跡が明瞭に残存している。291・
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294～297は皿で、いわゆるかわらけと呼ばれているもので11世紀以降に位置付けられる。

299～ 350は古墳時代から奈良時代にかけての須恵器である。318・ 319はほぼ完形の蓋付の杯で、

いずれも7世紀に位置付けられる。329はP65か ら出土した完形の高杯である。日径は13。 8cm、 器高は

9.8cm、 脚部の底径10。 9cm。 器形全体にわたって回転ナデによる入念なナデ調整がほどこされており、

焼成は良好で、内外面ともに黄灰色を呈す。332はP15か ら出土した高杯の脚部の破片で、すかしが

みとめられる。341・ 342は壷の回縁部である。胴部内面にはタタキの痕跡が残り、外面はカキメを

げ
４５２
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ほどこしている。また、 2点 とも回縁部は回転ナデにより入念に仕上げられている。344は平瓶、

346は横瓶の口縁部である。

S58～ S68は サヌカイ ト製の打製石鏃である。S67は P73か ら出土した石鏃未製品で、S68は P90か

ら出土した石鏃未製品である。石鏃にはS58・ S59のように小形のものと、S65。 S66の ように若千大

形のものがあり、狩猟の対象物の違いかと思われる。S75～ S78は サヌカイ ト製の楔形石器である。

いずれも上端と下端がはつれており、典型的な楔形石器といえる。S81は P77か ら出土したサヌカイ
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第75図  包含層出土遺物 (7)(S=1/4)

卜製の石錐で、完形品である。長さ2.8cm、 最大幅 1。 lcm、 最大厚0。5cmで、重量は1.3gである6C4は

P121か ら出土した土錘で、下端を大きく欠損する。残存重量7.9gである。

(6)遺物包含層

遺物包含層は大別すると二層にわかれており、上層は灰褐色ないし暗灰褐色を呈する砂質土層で、

マンガンを含み固くしまっている。この層は調査区北側から南側へ向かって、A-6・ B-60C一

6グ リッドまで堆積している層で、調査区西側にはほとんどみとめられなかった。下層は暗褐色ない

し黒褐色で、やや粘性のある砂質土層で遺物を多く合み、炭化物、焼土もわずかに含む。下層の遺物

包含層には遺構の掘りこみが一部みとめられたが、遺構の埋土と色調・土質が酷似していることから

平面での判別は困難であった。遺物包含層は概ね調査区の東側にいくにつれて厚く堆積しており、こ

れは地形が傾斜していることと後世による削平の影響によるものであると考えられる。

遺物の出土状況は遺物包含層の上層・下層とも同様で、弥生時代前期から中世までの土器・石器・

土製品等を含んでいた。ここでは一括して報告したい。

351～ 353は縄文時代晩期の深鉢形土器の回縁部である。小片であるので全体の器形は不明である。

358は弥生時代前期前半の壺形土器である。蓼J部に段を有する。359は甕形土器でt口縁部直下に 1

条の刻目凸帯を有する。3830387は 弥生時代後期の甕形土器である。 2点 ともナデより、調整がほ

どこされている。398・ 402・ 405～ 408は古墳時代から奈良時代にかけての甕形土器である。外面に

縦位ないし斜位にハケ調整がほどこされる。なかには回縁部の内面にも横位のハケ調整を残すものも

みとめられる。409～411は甑である。409の口縁部はやや内湾気味に立ちあがり、内側の回唇部に段

をつける。把手は欠損しているが、断面形は楕円形であると推測される。煮沸具の出土の割合は高く、

本遺跡で日常生活が営まれていたことが推測される。413・ 419はてづくね土器である。414は、弥生

時代中期後葉の高杯形土器である。内外面ともに入念にミガキ調整がほどこされている。430は奈良

時代の土師器の杯で内外面に丹塗りがほどこされており、内面には螺旋文様と斜位の暗文がみとめら

れる。外面は細かいミガキで調整される。胎土は緻密でよく精製されており、ほかの在地産の遺物と

胎土に違いがみられる。暗文の状況、器形、胎土から畿内産の土師器の可能性が高い (1)。 おそらく
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第77図  包含層出土遺物 (9)(S=1/2)

都から復元口径は14.2cm、 器高は3.6cm。 4440445は底部の外面にヘラ切りの痕跡を残す。470は面取

りをほどこした高杯の脚部である。このほかにも面取りした高杯は2点出土しているが、いずれも細

片のため図化できなかった。479～ 486はいわゆるかわらけで、484～ 486は底部外面にヘラ切りの痕

跡をとどめている。487は青磁の椀で、内面中央部に花の文様がほどこされている。また、高台の端
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第78図  包含層出土遺物 (10)(S=1/2)

部は擦り減って、なめらかである。492～ 589は古墳時代から古代にかけての須恵器である。519は外

面にヘラ記号を有する杯である。復元口径は13.7cm、 器高は4.4cmで ある。520は ほぼ完形の杯であ

る。 6世紀後半の杯で、口径 13.lcm、 器高4.Ocmで ある。539は完形の高杯で、日径 14.4cm、 器高

8.5cm、 底径10.6cmである。内外面ともに口縁部を中心に回転ナデによる入念な調整がほどこされて

おり、色調はにぶい橙色を呈する。焼成はやや良好である。569・ 570は 円面硯で、両者とも上面は

使用によりなれている。569・ 570は包含層の出土であるが、近接 して出土しており、同時期に使用

された可能性がある。572は 、はそうの胴部である。577は須恵器の短頸壷で、復元口径12.4cmであ

る。内外面ともに回転ナデによる調整が入念にほどこされている。5830584は 須恵器の甕の回縁部

で頸部から肩部にかけてタタキがほどこされている。タタキの文様は内面が同心円文、外面が格子文

である。口縁部は回転ナデにより、入念に仕上げられている。

S86～S105は サヌカイ ト製の打製石鏃で、包含層からは合計64点の打製石鏃が検出された。うち、

20点 を図化した。S135～ S137は サヌカイ ト製の石錐である。S146～ S157は サヌカイ ト製の楔形石
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第79図 包含層出土遺物 (11)(S=1/1・ 1/2)

器で、上端と下端がはつれたものが多い。S181は頁岩製の石庖丁の未製品である。S182・ S183は

いずれも砂岩製の磨製石庖丁の破片である。このほか石庖丁は13点出土したが、いずれも細片で図化

できなかった。両者とも丁寧に研磨されている。S197はサヌカイト製のスクレイパーで刃部を3辺

にほどこしている。S204は流紋岩製の磨製石斧で、刃部を一部欠損するがほぼ完形である。S205は

小型扁平片刃石斧の破片で、基部には研磨痕を明瞭に残す。S206は流紋岩製磨製石斧の刃部で、表

面をよく研磨し、一部研磨痕が残っている。S215はアプライト製の砥石で、使用により磨耗がいち

じるしい。S220は砂岩製の磨石で、表面は使用によりなめらかである。S222・ S223は敲石である。

S225は石英製の切子玉である。下端を欠損している。S226は滑石製石鍋の口縁部である。 1点出土
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した。C5～ C24は土錘である。

棒状のものでに孔が上端から下

端にかけて貫通するもの、棒状

の上端と下端に孔を穿つものが

ある。C27・ C28は フイゴの羽

回の破片で、被熱をうけている

ためもろい。

註 (1)総社市教育委員会武田恭彰氏

のご教示による。

0                                      10cm

第80図 包含層出土遺物 (12)(S=1/2)

一

浴

一

S227

―でごゝ一
ー
S230

―

φ
蜃

訴

一

多

S231

一ξきさ―
―
S233

一

血鶉
銹
ヽ
Ｓ２３２

一一
趨戯鍋了
多
Ｓ２２９

一一△瞥
一̈
Ｓ２２８

一

凩◇凪

囃》凸炒θ凸

C28

0                 5cm

第81図  包含層出土遺物 (13)(S=1/2)

-72-



第Ⅳ章 まとめ

第Ⅳ章 まとめ

清水谷遺跡柚木地区は矢掛町里山田 1361-1・ 1362-1に 所在する。

矢掛町は岡山県南西部に位置し、瀬戸内海気候の温暖な気候風土である。矢掛町の地形の大半は山

地で、主要河川として高梁川の支流である小田川が町の南部を東西に横切り、流域にわずかな平野を

形成 している。矢掛町の地質は北部から中部にかけて広がる中生代末期 (自亜紀)の花向岩と南部一

帯に広がる流紋岩などの火成岩類が主体を占め、その他粘板岩、輝緑岩がわずかに存在している。

清水谷遺跡柚木地区はやや峡狭な山の谷部の緩斜面に位置し、眼前に小田川の氾濫原である比較的

広い平野を有している。山からなだらかに下りてきた地形が微高地を形成している本遺跡の地形は後

世の田畑の利用により削平をうけているが、日当たりもよく集落を形成するには非常に適していると

いえよう。また、周辺の地名に「土井」や「七日市」などがみられることから中世段階に武士の居館

や市があったことが推測される。

発掘調査の結果、本遺跡からは建物跡25棟、柵列、溝10本、土壊55基、柱穴約1300基 が検出され、

包含層および遺構の埋土中からは多数の遺物が出土した。時期は出土土器の形態から縄文時代晩期か

ら中世 (15世紀頃)ま でで、本遺跡は長期間にわたり断続的に利用されたと考えられる。また、遺物

の出土量や遺構の検出状況を加味すると、本遺跡の利用に Iか らⅥ期までの画期が考えられる。

I期 :縄文時代晩期から弥生時代前期前半の時期。

Ⅱ期 :弥生時代中期前葉から中葉の時期。

Ⅲ期 :古墳時代後期 (5世紀後半から6世紀前半)の時期。

Ⅳ期 :奈良時代 (7世紀)の時期。

V期 :平安時代 (9世紀から10世紀)の時期。

Ⅵ期 :鎌倉時代 (12世紀から13世紀)の時期。

とくに IoⅢ ・V期は出土遺物量や遺構の検出数も多く、これらの時期に遺跡の利用がもっとも盛

んであったことが考えられる。平成11年度に調査した清水谷遺跡一本木地区から検出された環濠集落

は弥生時代前期後半から中期前葉を主体とする遺跡である。本遺跡からはその前の段階である縄文時

代晩期から弥生時代前期前半にあたる土墳が2基確認されており、また包含層からも同時期の遺物が

一定量出土していることから、おそらく当時の人々は弥生時代前期前半から後半にかけての時期に山

際の微高地から平野部の微高地へ生活の場を移動したと考えられる。また、古墳時代後期の遺構に関

しては溝や柱穴を検出したが、当時期の集落の主体部は調査区東側にひろがるものと推測される。

また、Ⅳ期には斜位方向と螺旋文様の暗文を内側にほどこした土師器が出土しており、胎土や形態か

ら在地の土器とは考えにくく、他地域からの搬入品と考えられる。また、脚部を面取りした高杯や須

恵器の短頸壷、円面硯の破片が検出されていることや当時期の総柱建物が検出されていることから、

奈良時代期の本遺跡周辺に有力者あるいは公的施設の存在が推測される。

石器はおもに縄文時代晩期から弥生時代にかけての遺物で、石材はサヌカイトをのぞいて、高梁川

上流域で採取されるものを用いている。出土土製品については土錘に限られたが、形態から2類に分

類でき、さらに大・小で細分化することができる。
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第 1表 土器観察表

番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

1 椀
25mm以 下の赤色酸化経 中量、
石鄭 わず力ヽ こ含む

ュビオサェ、ョコ
ナデ

ュビオサェ、ナデ 良好
|こぶい

黄橙色

灰黄褐

色

壺 D5～ 3mmの石英、長を 中量含む ナデ、ミガキ ナデ 良好 橙色
にぶい

褐色

3 壼 D.5mm以下の石財 少量含む ナ デ ナ デ 良好
暗灰黄

色
灰 色

SB2 杯蓋 .5mm以下の石難 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰色

5 高 杯 mm以 下の石を 少量含む 回転ナデ 回転ナデ、ナデ 良好 灰 色 灰 色

壺
2.5mm以 下の石英を多量に、lmm以

下の長石を少量含む
ヨコナデ ユビオサェ、ナデ 良好 灰黄色 黄灰色

7 SB6 甕
lmm以下の石英、長石、赤色酸化
粒を中量含む

ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 橙色
明赤褐

色

8 甕

3mm以 下の石英とlmm以下の長石
壼多量に、lmm以下の赤色酸化粧
中量含む

ヨコナデ、ナデ ナデ 良好 橙色 橙色

9 SB6 甕
4mm以下の石英と3.5mm以 下の長
を 多量に含む

ナ デ ナデ 良好 橙 色
にぶい

黄橙色

杯蓋 mm以下の石英を少量含む 回転ナデ、ケズリ 回転ナデ、ナデ 良好 灰 色 灰 白色

杯蓋 mm以下の石英を中量含む ナデ ユビオサエ、ナデ 良好 灰白色 灰白色 ろくろ右回り

杯身
〕mm以下の石英とlmm以下の長石
を少量含む

ラケズリ、ナデ ナデ 良好 灰色 灰 色 ろくろ右回り

SB6 短頚

壼

4mm以下の石英とlmm以下の長石
を少量含む

ナデ ナデ 良好 黄灰色 黄灰色

SB6 杯身 0.5mm以 下の長石を中量含む ナデ ナデ 良好 灰 色 灰 色

SB7 甕
2mm以下の石莫とlmm以下の長石
を中量、雲母を微量含む

ナデ ナデ 良好 橙色 橙色

椀
lmm以下の石共 長石、赤色酸化
粒L05mm以 下の雲睦 少量含む

ヨコナデ ョコナデ、ナデ 良好 橙色 橙色

17 皿 雲鳳 長石をわず力ヽ こ含む ナ デ ナ デ 良好
にぶい

橙色

にぶい

黄橙色

SB7 杯 蓋 10.2 D5mm以下の石難 中量含む ナデ、ヘラケズリ ナデ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ左回り

杯 2.5mm以 下の石難 少量含む ナデ、ュビナデ? ナデ 良好 灰白色 灰白色

不 明
05～3mmの石英とlmm以下の長石
を中量含む

ナ デ ナデ 良好
にぶい

橙色
灰黄褐

色

杯 きめ糸日かい ナ デ ナ デ 良好
|こぶい

黄橙色
黄灰色

杯 きめ糸田かい ナデ、ミガキ? ョコナデ 良好 灰黄色
にぶい

黄橙色

杯 05～ 2mmの 赤色酸化経 中量含む ナ デ ナデ 良好 灰白色
浅黄橙

色

甕
25mm以 下の石英と長石を中量含
む

ユビオサェ?、 ナ ヨコナデ(ハケ
メ?) 良好

にぶい

褐色

にぶい

橙色

鉢
D5～ 6.5mmの石英と05～3mmの 長
石を中量含む

ナ デ ナ デ 良好
|こぶい

黄橙色
灰褐色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

鉢

D.5～ 35mmの 石英と05～ 2mmの長
を 多量に、lmm大の赤色酸化睦
わず力ヽ こ含む

ナ デ ナ デ 良好 灰 白色 灰白色

鉢
05～4mmの石英とlmm以下の長石
を中量、赤色酸化粒を微量含む

ュビオサェ ナデ ナ デ 良好
にぶい

橙色
灰褐色 傾き不詳

杯
4mm以 下の赤色酸化粒を多量に、
lmm以下の石難 長を 少量含む

ユビオサエ、ヨコ
ナデ

ュビオサェ ョコ
ナデ 良好

浅黄橙

色

灰黄褐

色

椀
15mm以下の赤色酸化粧 少量含
む

ュビオサエ、ヨコ

ナデ
ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

椀
D5～ 2mmの 石英とlmm以下の長石
を中量含む

ョコナデ ナ デ 良好
浅黄橙

色

にがい

黄橙色

杯
lmm以下の石英、長石、赤色酸化
経 娼 舒

ヨコナデ、ナデ ョコナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

椀 きめ糸日かい ョコナデ ナ デ 良好 橙色 橙色 丹塗り

杯
2mm以下の赤色酸化経 多量に、
lmm以下の石英と長石を中量含む

ユビオサエ、ナデ
ュビオサェ?、 ナ

良好 灰白色 灰白色

壺 lmm以下の石英を中量含む ナデ、回転ナデ
回転ナデ、ュビオ
サェ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ左回り

杯
2mm以下の石英と3mm以 下の赤色
酸化粕を中量含む

ナ デ ナ デ 良好 灰 白色 灰白色

椀
lmm以下の赤色酸化糧 中量、長
石を少量含む

ョコナデ ュビオサエ、ナデ 良好
浅黄橙

色
灰白色

杯蓋 2mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰色 ろくろ右回り

椀

lmm以下の石英と長を 中量、3mm
以下の赤色酸化粒を多量、雲睦
・
鬼 舒

ケヽメ、ヨコナデ ヨコナデ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

鉢 306
2mm以下の石英を中量、赤色酸化
極 雲睦 微量含む

ョコナデ、ナデ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
褐灰色

杯蓋
15mm以下の石典 赤色酸化経 わ
ず力ヽこ含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 白色

杯 05mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰色

甑

4.5mm以 下の石英とlmm以下の長
を 中量、赤色酸化経 わず力ヽ こ含

む

ナデ、ョコナデ ′ヽケメ、ヨコナデ 良好 灰 白色
浅黄橙

色

鍋
lmm以下の石典 長石を中量、赤色
酸化経 少量含む

ナ デ ナ デ 良好
|こぶい

橙色

にぶい

黄橙色

SB19 甑
15mm以下の石を 中量、05mm以
下の長を 少量含む

ナデ、ハケメ ナデ、ハケメ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

杯
)5mm以下の石典 長石を少量含
む

回転ナデ 回転ナデ 良好
明赤褐

色

明赤褐

色
丹却

高 杯 5mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ
回転ナデ、ュビナ

デ (仕上げナデ )
良好 灰白色 灰白色

SB22 壺

2mm以下の石難 長を 少量、
15mm以下の赤色酸化粒をわずか
に含む

ュビオサェ、ナデ ナ デ 良好
|こぶレ`

黄橙色
灰白色

SB22 壺

3.5mm以 下の石英を中量、15ミリ以
下の長石と25ミリ以下の赤色酸化粒

を少量含む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
黄灰色

SB22 壺
3mm以 下の石英と4mm以 下の長石
を多量含む

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
にぶい

橙色
にぶい

黄橙色

杯蓋
15mm以下の石英とlmm以下の長
石を少量含む

ナデ、ヘラケズリ ナ デ 良好 灰色 灰色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

SB22 杯蓋 1.5mm以下の石英を少量含む ナ デ ナ デ 良好 灰白色 灰白色

SB23 甕

3mm以 下の石英を多量、lmm以下
の長石を少量、25mm以 下の赤色鬱
化粒を '建含む

ナデ? ナデ? 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

B25 甕
2mm以 下の石莫と0.5mm以 下の長
石を中量含む

ハケメ、ヨコナデ ハケメ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄色

壼
4mm以 下の石英を多量、2mm以下
の長石を中量含む

ュビオサェ、ナデ ナデ 良好 黄灰色
にぶい

黄橙色

B25 杯蓋 0.5mm以 下の石英を含む 回転ナデ、ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

B25 杯身 4.5mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ、ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰色

甕
4mm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ナデ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色

浅黄橙

色

甑
3mm以下の石英と05mm以 下の長
石を中量含む

ユビオサエ ナデ 良好 橙色 橙色

甕

3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を多量に、赤色酸化粒をわず力ヽ こ含

む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

橙色

こぶい

黄橙色

高杯
2mm以下の石英と3mm以 下の長石
を中量、赤色酸化経 わず力ヽ こ含む

ミガキ ナデ、ュビオサェ 良好
にぶい

黄橙色

|こぶい

黄橙色

杯 身 lmm以下の石難 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

甕
lmm以下の石難 少量、雲母、長石
を微量含む

ナデ ケヽメ 良好け範
|こぶい

黄橙色

甕

15mm以下の石英と05mm以 下の長
石を中量、2mm以下の赤色酸化粒
を微量含む

ュビオサェ、ナデ ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
弥 生

鍋
3 5mm以 下の石英とlmm以下の長
を 中量含む

ョコナデ ョコナデ 良好
|こぶい

褐色

灰黄褐

色
傾き不詳

SD 13 甑
2mm以下の石ac● 15mm以下の長
石を中量含む

ナデ、ハケメ ユビオサエ、ナデ 良好 橙 色 橙 色

甕
2mm以下の石英を中量、0.5mm以 下
の長石と赤色酸化経 /J/1含む

ヨコナデ、ハケメ ナデ 良好 橙色 橙色

高 杯
25mm以 下の石共 長石、赤色酸化
粒を中量含む

ュビオサェ、ナデ ナデ 良好 橙色 橙色

高杯
05mm以下の石英、長石、赤色酸化
粒を少量含む

ナ デ ナ デ 良好 橙色 橙色

高杯
lmm以下の赤色酸化経 わず力ヽ こ
舗

ナ デ ョコナデ 良好 橙色
明赤褐

色
丹塗り

甕
lmm以 下の石典 長石、赤色酸化
粒を多量に含む

ヨコナデ ョコナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

甕 222
15mm以下の石英、長石を多量に、
赤色酸化粒を少量含む

ナ デ ユビオサエ、ナデ 良好 橙色 橙色

壺

3 5mm以 下の石英とlmm以下の長
石、45mm以 下の赤色酸化粒を少
量含む

ナ デ ナデ、ュビオサェ 良好
灰黄褐

色

にぶい

黄褐色

SD 13 甕 62

5mm以 下の石英と2mm以下の長石
を中量、lmm以下の赤色酸化陸
少量含む

ナデ ナ デ 良好
にぶい

橙色
黄灰色

杯

15mm以下の赤色酸化経 多量、
15mm以下の石英と長を 多量含
む

ナデ ュビオサュ、ナデ 良好
にぶい

橙色

にぶい

橙色

SD13 甑
)5～ 7mmの石英と05～ 2mmの 長
石を中量含む

ナデ ユビオサユ、ナデ 良好
にぶい

橙色
黄灰色
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番号
地区ログ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

甑
2.5mm以 下の石難 中量、3mm以 下
の赤色酸化陸 多量含む

ナデ、ユビオサエ ナデ? 良好 橙色 橙色

皿
精磐 れている。lmm以下の石英、
長を 含む

ナ デ ナデ 良好
|こぶい

橙色
橙色

皿 7.2
4mm以 下の石英とlmm以下の長石
を少量、赤色酸化粒を微量含む

ョコナデ、ナデ ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

SD 13 椀
lmm以下の石難 赤色酸化粒を少
量含む

ナデ ョコナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
傾き不詳

SD13 椀 25mm以 下の石英を少量含む ナ デ ナ デ 良好
浅黄橙

色
灰 白色

SD13 椀
0.5mm以 下の赤色酸化粒を多量、

長を わず力ヽ こ含む
ナ デ ュビオサェ ナデ 良好

にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色
傾き不詳

杯 蓋 12.0 lmm以下の石難 中量含む ナデ ナ デ 良好 黄灰色 青灰色

杯 蓋
25mm以 下の石難 0・5mm以 下の猥
石を中量含む

ナデ、ヘラケズリ ナ デ 良好 灰色 灰色

杯蓋 )5mm以下の石英を微量含む ナ デ ナ デ 良好
オリーブ
灰色

灰色

杯蓋
lmm以下の石難 長石を中量、黒色
粒費 少颯 舗

ヘラクズリ、ナデ ユビナデ、ナデ 良好 灰色 灰色

杯 蓋 2mm以 下の石難 中量含む
回転ナデ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ右回り

杯 蓋 lmm以 下の石英を少量含む
回転ナデ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ 良好 灰色 灰 色 ろくろ左回り

高杯 lmm以下の石英と長石を中量含む ナ デ ュビナデ、ナデ 良好 黄灰色 黄灰色

杯 身 11.5 lmm以下の石難 長を 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰 色

杯 身 25mm以 下の石難 少量含む
回転ナデ、ヘラケ
シヾリ

回転ナデ 良月 灰 色 灰 色

高杯 lmm以下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 色

杯身 2mm以下の石英を少量含む ナデ、ヘラケズリ ナデ 良好 灰色 灰色 ろくろ右回り

杯身 1.5mm以 下の石を 中量含む
回転ナデ、ヘラケ
ラぐリ

回転ナデ 良好 灰色 灰色 ろくろ右回り

杯
2mm以 下の石を 多量、lmm以下
の長な 赤色酸化陸 少量含む

ナデ ナデ 良好 灰色 灰白色 ろくろ右回り

甕 2mm以下の石共 長石を中量含む ナ デ ナ デ
や

好

や

良 灰白色 灰自色

甕 2mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 黄灰色 灰色 ろくろ若回り

甕
3mm以 下の石財 中量、05mm以 下
の長を 少量含む

ナデ ハケメ、ナデ 良好
にぶい

橙色

にぶい

橙色

甕 3mm以 下の石難 長石を中量含む ュビオサェ、ナデ ハケメ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
丹動

蓋 1.5mm以下の石難 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

甕
05mm以下の石姓 長石を中量含
む

ヨコナデ、ナデ ナ デ 良好
|こぶい

橙色

浅黄橙

色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

甕
35mm以 下の石難 中量、lmm以下
の長石を少量含む

ナデ、ュビオサェ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄褐

色

甑
15mm以下の長石とlmm以下の石
英を中量含む

ハケメ、ナデ、ュビ
オサェ

ユビオサェ、ナデ 良好 橙 色
にぶい

橙色

SD15 杯 D.5mm以下の長石を微量含む ョコナデ、ナデ ョコナデ、ナデ 良好 黒褐色
|こぶい

黄橙色
丹塗り

杯 lmm以下の石を 多糧 含む ナ デ ナ デ 良好 灰色 灰白色

壼

05～3mmの石英、長石を中量、
1.5mm以下の赤色酸化陸 /J/t含

む

ナ デ ナ デ 良好
明赤褐

色
橙色

甕
2mm以 下の石英と15mm以下の長
石を中量含む

ヨコナデ、ハケメ ハケメ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

壺 15.0
lmm以下の石英を少量、lmm以下
の赤色酸化睦 微量含む

ョコナデ、ュビオ
サニ、ミガキ

ョコナデ、ナデ、
ュビオサェ 良好

灰黄褐

色

にぶい

橙色

SD17 甑
45mm以 下の石難 多量、長石を少
量含む

ユビオサξ ナデ ユビオサエ、ナデ 良好
暗灰黄

色

にぶい

黄橙色

109 鍋
4mm以 下の石英とlmm以下の長石
を多量、赤色酸化経 わず力ヽ こ含む

ユビオサエ、ナデ ナデ 良好
灰黄褐

色

にぶい

黄橙色

甕 62
25mm以 下の石英と5mm以 下の長
石を中量含む

ナ デ ユビオサユ、ナデ 良好 橙色 褐灰色

醒 3mm以 下の石難 少量含む
回転ナデ、ュビナ

回転ナデ 良好 灰色 灰 色

蓋
25mm以 下の石英とlmm以下の長
石を中量含む

ナデ ユビオサェ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

橙色

SD17 椀
5mm以 下の石を 多量、雲睦 わず
かに含む

ナ デ ナ デ 良好 灰白色 灰 白色

壼
lmm以下の石難 長石を多量に含
む

ナ デ
ュビオサ八 ハケ
メ 良好

灰黄褐

色
褐灰色

椀

3mm以下の石英ヒ0.5mm以 下の長
石、1.5mm以下の赤色酸化粒を少
量含む

ナデ ナ デ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

甕
4mm以下の石英と05mm以 下の長
石を多量含む

ナデ、ュビオサェ ナデ 良好
浅黄橙

色
灰 白色

甑 3mm以 下の石難 長石を中量含む ナデ、ハケメ ナデ 良好 灰白色 灰白色

杯 蓋 15mm以下の石英を少量含む
ヘラケズリ、回転
ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 白色 ろくろ右回り

甑 lmm以下の長石、石を 多量含む
ュビオサェ、ハケ
メ

ユビオサェ ハケ
メ、ナデ 良好

浅黄橙

色

灰黄褐

色

甑
lmm以下の石難 長石を多量に、
lmm以下の赤色酸化経 /J/1含む

ュビオサス ハケ
メ

ユビオサュ、ナデ 良好
|こぶい

橙色
浅黄色

SD 17 杯蓋
0.5mm以 下の石英と長を 中量、黒

色粒脅 わず力ヽ こ含む
ナデ、ヘラケズリ ナデ 良好 灰黄色 灰白色 ろくろ右回り

122 蓋 05mm以 下の石難 少量含む ナ デ ナ デ 良好 灰色 灰 色

杯 身
0.5mm以下の石英、長を 多量に含
む

ナデ ナ デ 良好 灰色 灰色

壺 mm以 下の石難 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好
暗青灰

色
灰 色 ろくろ左回り

甕

4.5mm以 下の石英と2mm以 下の長
石、3mm以 下の赤色酸化睦 中量
舗

ユビオサェ、ナデ ュビオサュ、ナデ 良好 橙色
にぶい

橙色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼成
色調外

面

色調内

面
備 考

A-9 SK5 壼
3mm以 下の石英と15mm以下の赤
色酸化粒を中量、長石を少量含む

ナデ、ュビオサェ ナデ 良好 橙色 橙色

SK27 鉢

lmm以下の石共 0・5mm以 下の長
石を中量、3mm以 下の赤色酸化粒
を少量、雲母を微量含む

ナデ、ハケメ ョコナデ 良好
明褐灰

色

にぶい

黄橙色

128 SK27 不 明

4mm以下の石英を多量、2mm以下
の長石、lmm以下の赤色酸化経
少量含む

ナ デ ナ デ 良好 灰 色 灰白色

129 深鉢
5mm以 下の石英を多量、2mm以下
の長●//中量含む

ミガキ ミガキ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄褐色
縄文

鉢
3mm以下の石難 中量、2mm以下
の長石を少量含む

ナデ ナデ 良好
にぶい

黄橙色
褐灰色 縄 文

深鉢
2mm以下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ナデ ナ デ 良好 黒褐色 黒褐色 縄 文

壼

3.5mm以下の石莫とlmm以下の赤
色酸化粒を中量、05mm以 下の長
石を少量含む

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 橙色 橙色

鉢

3mm以下の石英と2mm以下の長石
を多量に、05～3mmの 雲睦 少量
舗

ミガキ、ナデ ミガキ、ナデ 良好 褐灰色
灰黄褐

色
縄文

鉢
2mm以下の石英と3mm以 下の長石
を中量含む

ナデ ナデ 良好
灰黄褐

色
褐灰色 縄 文

甕
25mm以 下の石英、長石を中量、赤
色酸化粒を少量含む

ナデ、ミガキ
ナデ、ミガキ、ユビ
オサェ 良好

灰黄褐

色

にぶい

黄褐色
縄 文

鉢
15mm以下の石典 長石を中量、赤
色酸化粒を微量含む

ミガキ、ナデ ナデ 良好
灰黄褐

色
褐灰色 縄文

深鉢
4mm以 下の石英と3mm以 下の長石
を多量含む

ミガキ ナデ、ミガキ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄褐

色
縄文 ?

SK6 鉢
25mm以 下の石英とlmm以下の長
石を多量に含む

ナ デ 不 明 良好 褐灰色
灰黄褐

色
縄 文

甕 3mm以下の石を 中量含む ナデ、ョコナデ ナデ 良好 橙 色
にぶい

橙色

壺

35mm以 下の石英と2mm以下の長
石を中量、lmm以下の赤色酸化粒
を微量含む

ナ デ ナデ 良好 灰 自色
灰黄褐

色

SK7 壼
1.5mm以下の石英と05mm以 下の長
石を中量含む

ナ デ ュビオサェ ナデ 良好 灰 色 灰 色

壼

2mm以下の石難 長石を中量、
0.5mm以 下の赤色酸化粒を微量、

雲母を微量含む

ュビオサェ、ョコ
ナデ、ナデ

ュビオサエ 良好
にぶい

黄橙色
明赤褐

色
丹塗り

壷
3mm以下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ョコナデ、ナデ ナデ 良好 灰褐色 灰褐色

甕

4mm以下の石英と2mm以 下の長石
を中量、lmm以下の赤色酸化陸
多糧 含む

ナデ
ナデ(風イリ 竃ゞ聾
い) 良好 浅黄色

|こぶい

黄橙色

SK24 甕

4mm以 下の石英と15mm以下の長
を 多量、lmm以下の赤色酸化粒
をわず力ヽ こ含む

ナデ ナ デ 良好
灰黄褐

色

浅黄橙

色

146 甕

35mm以 下の石英とlmm以下の長
を 中量、赤色酸化粒をわず力ヽ こ雀

む

ナデ ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

SK3 甕
25mm以 下の石典 0・5mm以 下の長
石を中量含む

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
灰黄褐

色

にぶい

黄褐色

SK23 甕
2mm以下の石英と長を 多量含む
粗ハ

ュビオサュ、ナデ ュビオサュ、ナデ 良好
にぶい

褐色

にぶい

黄橙色

K3 壷

4mm以下の石英と3mm以 下の長石
を中量、2mm以下の赤色酸化経 わ
ず力ヽ こ含む

ナ デ ナ デ 良好 橙色
浅黄橙

色

壺 3mm以 下の石英を中量含む ナデ、ヘラ? ナデ 良好
にぶい

黄橙色
褐灰色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎 土 調整外面 調整内面 焼成
色調外

面

色調内

面
備 考

SK3 甕 58
2mm以下の石英と3mm以 下の長石
を多量含む

ナデ ユビオサエ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色
褐灰色

SK24 不 明
〕5mm以 下の石英と長石を多量含
む

ナデ ナ デ 良好 橙色
浅黄橙

色

SK19 壼

4mm以下の石英と2mm以 下の長石
を中量、2mm以 下の赤色酸化粒を
微量含む

ナデ ナデ 良好
にぶい

黄橙色

|こ落lい

黄橙色

SK7 甕
3mm以 下の石英を /J/1、 lmm以下
の赤色酸化粒を微量含む

ナデ、ミガキ ナデ、ユビオサェ 良好
灰黄褐

色
褐灰色

壼

35mm以 下の石英と2mm以下の長
石を多量、25mm以 下の赤色酸化
粒を少量含む

不 明 ュビオサェ、ナデ 良好 橙色 明褐色

甕
3.5mm以 下の石英と1.5mm以下の長
石を多量に含む

ユビオサエ、ナデ ユビオサ去 ナデ 良好 橙色
にぶい

橙色
底部穿孔籾

SK23 壼
3mm以 下の石英を中量、lmm以下
の長石を少量、雲母を微量含む

ナデ、ミガキ、ユビ
オサェ

ナ デ 良好
|こぶい

黄橙色

灰黄褐

色

158 壼
5mm以下の石姥 多量、lmm以下
の長石を少量含む

ナ デ ナデ 良好
浅黄橙

色
褐灰色

SK19 壺 ?

5mm以下の石英と3mm以 下の長石
を中量、2mm以下の赤色酸化経
少量含む

ュビオサェ、ナデ ナ デ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

不明
2mm以下の石難 多量、長石、赤色
酸化経 少量含む

ナ デ ケヽメ 良好
明赤褐

色

にぶい

褐色

SK23 甕 6.2

4mm以 下の石英と15mm以下の長
石を中量、赤色酸化粒をわず力ヽ こ含

む

ュビオサェ、ナデ ナ デ 良好
,こあlい

橙色

にぶい

橙色

SK21 甕

3mm以 下の石英と4mm以 下の長石
を少量、15mm以下の赤色酸化粒を
微量含む

ナ デ ユビオサェ、ナデ 良好 橙色
|こおまい

黄橙色

SK24 蓋
35‐ mm以 下の石英とlmm以下の長
乾 中量舗

ナ デ ナ デ 良好 橙色 黒褐色

SKll 蓋 05mm以 下の石難 少量含む 回転ナデ ナデ、回転ナデ
やや
良好
灰白色 灰 白色

SD13 蓋
05mm以 下の石英と3.5mm以 下の長
石を少量含む

ナ デ ナ デ 良好 灰 色 灰 色

SK7 杯 身 lmm以下の黒色粒脅 中量含む ナデ ナ デ 良好 褐灰色 黄灰色 らくろ右剛

甕 mm以 下の石を 少量含む ヨコナデ、ハケメ ハケメ 良好 黄灰色
黄灰褐

色

SK12 甕
15mm以下の石難 中量、雲飲 角
閃石を少量含む

ナデ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
浅黄橙

色

丹塗り 傾き不

詳

SK12 甕

lmm以下の石英と05mm以 下の長
石を中量、lmm以下の赤色酸化粒
を少量含む

ナデ ナデ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色
丹 卸

甕 5mm以 下の石英を中量含む ナデ ナデ 良好 灰 色 灰色

SK7 甕

15mm以下の石難 多量、05mm以
下の長石を少量、lmm以下の赤色
酸化粒を中量含む

ナデ、ュビオサェ ナデ 良好 橙色
にぶい

黄橙色
傾き不詳

SK20 甕
2mm以 下の石英と3mm以 下の長石
を中量、赤色酸化経 微量含む

ナデ、ハケメ ナ デ 良好
にぶい

橙色
橙色

SK22 無頚

壺

0.5～ 3mmの 石英を多量に、15mm
以下の長酵 少量含む

ナ デ 不 明 良好 褐色
にぶい

黄褐色

杯 4mm以 下の石英を少量含む ナデ ユビオサエ、ナデ 良好 灰自色 灰黄色

SK22 甕
05～3mmの 石英と2mm以 下の長石
を中量、雲睦 わず力ヽ こ含む

ュビオサェ、ナデ ナデ 良好 黒褐色
灰黄褐

色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼成
色調外

面

色調内

面
備 考

甑
2mm以 下の石英と赤色酸化陸 中
量含む

ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

177 SKl 杯 122
15mm以下の赤色酸化陸 中量、
lmm以下の石熱 長石を少量含む

ュビオサエ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

SK23 椀 5.2 3mm以 下の石難 少量含む ナデ ナ デ 良好 灰 白色
浅黄橙

色

杯 05mm以 下の長石を少量含む ナ デ ョコナデ 良好 橙色 橙色
丹塗り 傾き不

詳

椀
05mm以 下の赤色酸化粒を少量、
lmm以下の長費 わず力` こ含む

ナ デ ナ デ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
傾き不詳

SK15 椀 lmm以下の赤色酸化粒を中量含む ヨコナデ ヨコナデ 良好 橙色 橙 色
丹塗り 傾き不

詳

SK15 鍋
35mm以 下の石英とlmm以下の長
石を中量、黒色粒脅 少量含む

ナ デ ナデ 良好
明褐灰

色

浅黄橙

色

椀 12 1

05～ 3mmの石英とlmm以下の長石
を少量、2mm以 下の赤色酸化粒を
多量に含む

ュビオサエ、ヨコ
ナデ

ユビオサエ、ヨコ
ナデ、ナデ

良好
にぶい

橙色
橙色 丹塗り

SK22 椀

lmm以下の石英、長石と25mm以 下
の赤色酸化粒を中量、雲睦 わずか

に含む

ョコナデ ヨコナデ、ナデ 良好 橙色
浅黄橙

色
丹塗り

SK23 椀 3mm以 下の赤色酸化粒を中量含む ョコナデ ナデ 良好 灰 白色 灰 白色

186 椀 きめが糸日かし ナ デ ナデ 良好 橙色 橙色 丹塗り

椀 lmm以下の赤色酸化粒を少量含む ナ デ ナ デ 良好
にぶい

橙色

にぶい

橙色

椀
05mm以 下の赤色酸化粒を中量含
む

ョコナデ ナ デ 良好 灰 白色 灰白色 傾き不詳

SK9 椀
2mm以下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ナデ ナデ 良好 灰 白色 灰白色 傾き不詳

SK22 皿

lmm以下の右英、長石、赤色酸化
粒をグ糧 含む

ナ デ ナデ 良好 灰 白色 灰 白色

SK15 椀 lmm以下の赤色酸化粒を少量含む ナ デ ナ デ 良好
|こぶい

黄橙色
橙色 丹塗り

192 椀
15mm以下の石英と赤色酸化経
/」/1舗

ナデ、ヨコナデ ナ デ 良好 灰白色 灰 白色

P88 杯 132
1.5mm以下の石英と2mm以 下の赤
色酸化線 0・5mm以 下の長石を中
量含む

ュビオサエ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色
灰 白色

椀 37 5.2
4mm以 下の石難 中量、1・5mm以 下
の赤色酸化経 少量含む

ュビオサュ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

杯
4mm以 下の石英とlm血以下の長石
を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

壺

2mm以下の石英と15mm以下の長
石、15mm以下の赤色酸化粒を少
量、雲母を微量含む

ュビオサェ、ナ
デ、ミガキ

ュビオサェ、ナ
デ、ミガキ 良好

にぶい

橙色

にぶい

黄橙色

P95 壷 212
2mm以下の石英とlmm以下の長石
を中量、15mm以下の赤色酸化粒を
わず力ヽ こ含む

ヨコナデ ュビオサェ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色

|こぶい

黄橙色

壺
2.5mm以 下の石英≧2mm以 下の長
石を中量含む

ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好
にぶい

橙色
橙色

壺
4mm以 下の石財 多量、2mm以 下
の長石を少量含む

ュビオサェ、ナ
デ、ミガキ

ナデ、ミガキ 良好 橙色 橙色

壺
2.5mm以 下の石英と15mm以下の長
石を多量含む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色
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番号
地区・グ
リツド 遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威

色調外

面

色調内

面
備 考

包含層 壼

2mm以下の石難 長石を中量、
0.5mm以 下の赤色酸化粒を少量含
む

ユビオサエ、ナデ ョコナデ 良好
にぶい

橙色
橙色

壺 D5mm以下の長石を少量含む ナ デ ナ デ 良好
灰黄褐

色
褐灰色 傾き不詳

甕
3mm以 下の石難 多量、2mm以 下
の長石を少量含む

ユビオサエ、ナデ ユビオサェ、ナデ 良好
|こぶい

黄橙色
淡黄色

包含層 壺

2mm以 下の石難 中量、05mm以 下
の長石を少量、赤色酸化粒を微量
含む

ハケメ 入念なナ ユビオサエ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄褐

色

壺
25mm以 下の石英とlmm以下の長
石を多量に含む

ユビオサェ ナデ ユビオサェ ナデ 良好
暗灰黄

色
黄灰色 傾き不詳

蓋
25mm以 下の石英を中量、lmm以
下の長石を少量含む

ユビオサエ、ナデ ナデ 良好
|こぶい

橙色
褐灰色

207 深鉢

3 5mm以 下の石英と2mm以 下の長
を 多量に、2mm以 下の赤色酸化
睦 わず力ヽ こ含む

ナデ ナデ 良好
浅黄橙

色
橙色 傾き不詳

208 鉢
3mm以 下の石英と長石を中量、2mm
以下の赤色酸化粒を少量含む

ミガキ
ユビオサエ、ミガ
キ、ナデ 良好 橙 色 橙色

高杯
lmm以下の石英、長石、赤色酸化
粒を少量含む

ガキ、ナデ ミガキ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄褐

色
丹塗り

P45 高杯

25mm以 下の石英と2mm以 下の長
石を中量、0・5mm大の雲睦 わずか
に含む

ナデ ユビオサエ、ナデ 良好
にぶい

褐色

にぶい

褐色

高杯
0.5mm以 下の赤色酸化粒を少量含
む

ナデ ナデ 良好 橙色 橙色

212 不明 lmm夫の赤色酸化粒を中量含む ナデ ナデ 良好
にぶい

橙色

にぶい

橙色

高 杯
15mm以 下の石英と長石を少量、
05mm以 下の雲母を中量含む

ナデ ナデ 良好
にぶい

橙色

にぶい

橙色

壼
3.5mm以 下の石英を多量に、lmm以

下の長石を中量含む
ナデ ナデ 良好

浅黄橙

色

にぶい

黄橙色

壼 77
35mm以 下の石英と長石を中量含
む

ナデ ナ デ 良好
|こぶい

黄橙色
灰黄色

P22 壺

4mm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量、lmm以下の赤色酸化陸 わ
ず力ヽ こ含む

ナ デ ナ デ 良好
にあミい

橙色

浅黄橙

色

壼

45mm以 下の石英と25mm以 下の長
石を多量、3mm以 下の赤色酸化粒
を中量含む

ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好 橙色
にぶい

黄橙色

甕
3mm以 下の石姥 中量、3mm以 下
の長を 少量含む

ナ デ ナデ 良好 橙色 橙色

壼
4mm以 下の石英と3mm以 下の長石
を中量、雲母を少量含む

ミガキ、ュビオサ ュビオサェ、ナデ 良好
|こぶい

黄橙色

にぶい

橙色

220 甕
2mm以下の石英と05mm以 下の長
を 多量、赤色酸化粒を微量含む

ナデ、ミガキ ハケメ 良好
にぶい

褐色
灰黄褐

色

甕
3mm以下の石英と2mm以下の長石
を中量含む

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
灰黄褐

色

灰黄褐

色

222 P20 不 明

35mm以 下の石英と2mm以下の長
を 多量に、赤色酸化私 黒色粒子

をわず力ヽ こ含む

ユビオサエ、ナデ ナデ 良好 橙色
浅黄橙

色

甕 27 2
2mm以 下の石英と長石を多量、赤色
酸化私 黒色粒を 少量含む

ョコナデ、ハケメ ケヽメ、ナデ 良好
にぶい

橙色
橙色

P86 甕

2mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を中量、15mm以下の赤色酸化
粒をわず力ヽ こ含む

ユビオサエ、ナデ ナデ、ユビオサェ 良好
にぶい

褐色

にぶい

褐色

不 明

2mm以下の石難 長を 多量に、
3mm以 下の赤色酸化陸 `鬼、角
閃石をわず力ヽ こ含む

ナデ ナ デ 良好 灰褐色
にぶい

黄橙色
傾き不詳
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼成
色調外

面

色調内

面
備 考

不 明
05mm以 下の赤色酸化糧 長石、石
英を中量含む

ュビオサェ、ナデ ナデ 良好 橙色
明赤褐

色

包含層 高杯
05mm以 下の赤色酸化糧 黒色粒
子を少量含む

ナデ ナデ 良好 橙色 橙色

228 包含層
高

杯

lmm以下の赤色酸化経 中量、
05mm以 下の石英を少量含む

ナデ ナデ 良好 橙 色
にぶい

橙色
丹塗り(剥離)

杯 mm以 下の赤色酸化陸 /」/1含む 回転ナデ 回転ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

杯
3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ュビオサェ、ナ
デ、ヘラケズリ

ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

皿

lmm以下の赤色酸化粒を多量に含
む

ナ デ ョコリ
~デ
、ナデ 良好

にぶい

黄橙色

にあミい

橙色
丹塗 9

杯 12.4
2mm以 下の赤色酸化陸 中量、
15mm以下の長石を少量含む

ナ デ ナデ 良好
淡赤橙

色

淡赤橙

色

椀 140
lmm以下の赤色酸化粒を少量、長
石、石を わず力` こ含む

ョコナデ ナ デ 良好
浅黄橙

色

にぶい

黄橙色

皿 15 6
3mm以 下の赤色酸化粧 中量、長
石を少量含む

ナデ、回転ナデ、
ヘラケズリ

ユビオサエ、回転
ナデ、ュビナデ 良好 橙色 橙色 丹塗 9

杯 lmm以下の赤色酸化経 中量含む ナ デ ナデ 良好 灰白色 灰白色

椀

3mm以下の赤色酸化経 中量、
D5mm以下の長石を少量、雲母 石
鄭 わず力ヽ こ含む

ヨコナデ、ナデ ョコナデ 良好 橙色
|こぶい

黄橙色
丹型 ,

P80 皿

15mm以下の赤色酸化陸 少量、
長石を微量含む

ナデ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
橙色 丹塗り

皿

3mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

ョコナデ、ナデ ョコナデ 良好 橙 色
明赤褐

色
丹塗り

杯 120
lmm以下の赤色酸化粒を少量、石
難 わず力ヽ こ含む

ナデ ョコナデ、ナデ 良好
浅黄橙

色

にぶい

黄橙色

杯

2mm以下の赤色酸化経 多量に、
lmm以下の長石を中量、石英を少
量含む

ヨコナデ、ナデ ナデ 良好 橙色 灰白色 丹塗り

P53 皿

05mm以 下の石典 長石、赤色酸化
粒を中量含む

ョコナデ、ナデ ョコナデ 良好 橙色
明赤褐

色 (丹 )
丹塗り

椀
3mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

ナ デ ナ デ 良好 淡橙色 淡橙色

P72 杯 きめが糸田かレ ナ デ ナデ 良好 橙色
にぶい

橙色
丹塗り

244 杯
lmm以下の赤色酸化粒を多量に含
む

ョコナデ、ナデ、
ュビオサエ

ョコナデ、ュビオ
サエ 良好 橙色 橙色

245 皿

lmm以下の石英と長石、赤色酸化
粒を少量含む

ケズリ、ナデ ナデ 良好 橙 色
明赤褐

色
丹塗り

P75 椀
05mm以 下の赤色酸化粧 中量含
む 緻密

ナ デ ナデ 良好 橙色 橙色 傾き不詳

247 椀
0.5mm以 下の赤色酸化粒を中量、

長石を少量含む。金雲睦 含む
ナ デ ナデ 良好 橙色

にぶい

橙色
傾き不詳

P39 杯 ?
05mm以 下の赤色酸化粒を中量、
05mm以 下の長を 少量含む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

橙色

にぶい

橙色
丹塗り

椀 きめ糸日かい ョコナデ ミガキ? 良好
明赤褐

色

明赤褐

色
丹塗り

不 明
)5mm以下の石英、長を 多量、
).5mm以下の雲睦 中量含む

ナデ ナ デ 良好
にぶい

橙色
橙 色 傾き不詳
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番号
地区ログ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

杯 ?
)5mm以下の石英、長石、長石、赤
色酸化粒を少量含む

ナデ ナデ 良好
|こぶい

橙色

にぶい

橙色
丹塗り

杯 lmm以下の石英、長石を含む ナデ ナデ 良好 橙色 橙色 丹塗り

椀 きめ細かい ョコナデ ナデ 良好 橙 色 橙色 丹塗り

不明
)5mm以下の石難 赤色酸化粒を
いずかに含む

ナデ ナデ 良好
明赤掲

色
橙色 傾き不詳

255 杯
2mm以下の石英と長石、赤色酸化
粒を少量含む

ガ キ ョコナデ 良好 橙色
浅黄橙

色
丹塗り

椀 137 mm以 下の石を 中量含む ナデ ナデ 良好
浅黄橙

色
灰白色

257 P84 椀 17.2 2mm以下の赤色酸化粒を少量含む ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

椀 170 4mm以下の赤色酸化粒を少量含む ョコナデ ナデ 良好 灰白色 灰白色

椀
l～ 3mmの石英を中量、lmm以下の

長石を少量含む
ュビオサエ、ナデ ユビオサエ、ナデ 良好

浅黄橙

色

浅黄橙

色

椀
15mm以下の赤色酸化粒を中量、
3mm以 下の石英を少量含む

ョコナデ、ナデ ナデ 良好
にぶい

黄橙色

こぶい

黄橙色
丹塗り

椀 152
D5mm以下の長石とlmm以下の赤
色酸化粒を少量含む

ナ デ ナ デ 良好 灰 白色 灰 白色

椀 150

2mm以下の赤色酸化経 多量に、
05mm以 下の長石を中量、雲睦 ι
量含む

ナデ
ョコナデ、ュビオ
サェ 良好

にぶい

橙色

灰黄褐

色

椀
05mm以 下の石英、長石、赤色酸イヒ
粒を少量含む

ナ デ ナ デ 良好 灰 白色 灰白色 丹塗り

包含層 椀 70
3mm以 下の石英とlmm以下の長石
曇少量含む

ナデ、回転ナデ、
ケズリ

入念なナデ 良好
にぶい

橙色

こぶい

黄橙色

265 椀 72
05mm以 下の石英、長石、赤色酸化
粒を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 橙 色 橙色

P93 椀
lmm以下の長石と1.5mm以下の赤
色酸化粒を少量含む

ナデ ナ デ 良好 灰白色 灰白色

椀
05mm以 下の長石とlmm以下の赤
色酸化陵 少量含む

ヨコナデ ョコナデ、ナデ 良好 褐灰色 褐灰色

P68 椀
lmm以下の赤色酸化睦 少量、細
かい雲睦 中量含む

ョコナデ ョコナデ、ナデ 良好
浅黄橙

色

灰黄褐

色

椀

2mm以下の石難 少量、lmm以下
の赤色酸化粒を少量、雲睦 わずカ

に含む

ョコナデ ナ デ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

椀 lmm以下の赤色酸化粒を少量含む ョコナデ ナデ、ヨコナデ 良好
にぶい

黄橙色
にぶい

黄橙色

271 杯 きめが糸田かい 回転ナデ 回転ナデ 良好
に島ミい

橙色

(こぶい

橙色
灯明皿

272 杯 lmm以下の赤色酸化粒を中量含む ナ デ ナ デ 良好 灰白色
浅黄橙

色

273 杯 134 15mm以下の黒色粒子を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 白色

椀 ? lmm以下の赤色酸化陸 中量含む ナ デ ナ デ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

275 椀
05mm以 下の赤色酸化粒をわずか
に含む

ナ デ ナ デ 良好
におミい

黄橙色
灰白色 傾き不詳
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

椀
lmm以下の石英、長石を多量に含
む

ナ デ ナデ 良好
浅黄橙

色
灰白色

椀
3mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を多量に含む長石を多量に含む

ユビオサエ、ナデ ュビオサエ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

278 Pl10 椀
3mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を中量含む

ナ デ ナ デ 良好 橙 色 橙 色

279 椀
2mm以下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

ナデ、ヨコナデ ナデ、ヨコナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

椀 05mm以 下の長石を微量含む ヨコナ デ ナデ、ョコナデ 良好 褐灰色 掲灰色

椀
4mm以下の石を 中量、0.5mm以
下の長石を中量含む

ナ デ ナデ 良好 灰白色 灰白色

282 椀
lmm以下の石英、長石、赤色酸化
粒を少量含む

ナ デ ョコナデ 良好 灰 白色 灰白色

283 椀
3mm以 下の石英と6mm以 下の長石
を少量含む

ョコナデ ナデ、ヨコナデ 良好 褐灰色
浅黄橙

色

椀
05mm以 下の石難 赤色酸化経
微量含む

ナデ、ヨコナデ ュビオサュ、ナデ 良好 淡黄色 黒色

杯 2mm以 下の石難 長石を中量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰自色 灰 白色

286 P69 椀 lmm以下の石難 長を 少量含む ュビオサエ、ナデ ナ デ 良好 灰白色 灰白色

椀 mm以下の石英を中量含む ヨコナデ ョコナデ、ナデ 良好 灰黄色 灰白色

288 椀
lmm以下の石難 微量、静うが細か

ナデ ナ デ 良好 灰 白色 灰 白色

椀
lmm以下の長石と赤色酸化粒を少
量、細かい雲母を中量含む

ナデ ナ デ 良好 灰 白色 灰白色

290 椀
25mm以 下の石難 少量、細かい雲
母を中量含む

ナ デ ナ デ 良好 灰 白色 灰 白色

皿 72
0.5mm以下の赤色酸化陸 中量、
長石、石鄭 わず力ヽこ含む

ナ デ ユビオサェ ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
ろくろ右回り

292 P25 皿 D5mm以下の石英を少量含む ナ デ ナデ 良好
浅黄橙

色
灰白色 丹塗り

皿

0.5mm以 下の石典 長石とlmm以下
の赤色酸化粒を微量含む

ナデ ナ デ 良好
浅黄橙

色
灰 白色

皿

2mm以 下の石英と0.5mm以 下の石
英を中量、赤色酸化粒を微量含む

ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好
灰黄褐

色

灰黄褐

色

295 P 皿

4mm以 下の石英を少量、長石、雲母
をわず力ヽ こ含む

ュビオサェ ナデ ュビオサェ ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

P74 皿 15mm以下の石英を少量含む ヨコナデ、ナデ ナデ 良好 灰白色 灰白色

包含層 皿

2mm以 下の石難 長を 少量、
0.5mm以 下の赤色酸化経 微量含
む

ヨコナデ ョコナデ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

鉢
3mm以 下の石難 雲母、赤色酸化
経 少量含む

ョコナデ、ナデ ュビオサエ、ナデ 良好
こぶい

黄褐色
灰黄褐

色

P92 杯蓋 細かい黒色粒費 少量含む ナ デ ナ デ 良好 灰 白色 灰白色

P29 杯蓋
0.5mm以 下の石英、長石をわず力ヽ こ

舗
ナデ ナデ 良好 灰 色 灰白色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

蓋 lmm以下の石難 長石を中量含む ュビオサェ、ナデ ユビオサェ ナデ 良好 灰白色 灰白色 ろくろ右回り

302 杯 蓋
4mm以 下の長石と1.5mm以下の石
英を中量含む

回転ナデ
ュビナデ、回転ナ

良好 灰 色 灰 色 ろくろ右回り

杯蓋 lmm以下の石英を少量含む
回転ナデ、ヘラク
ラヾリ

回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

包含層 杯蓋
2.5mm以 下の石英と0.5mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ、ヘラケ
ラぐリ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ左回り

蓋
3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を少量含む

回転ナデ、ヘラケ
ラヾリ

回転ナデ、ナデ 良好 灰白色 灰白色 らくろ右回り

蓋 2mm以 下の石英を少量含む ナ デ ュビナデ 良好 灰色 灰色

杯 身 lmm以下の石難 少量含む ナデ、ヘラケズリ ナ デ 良好 灰 色 灰 色

杯身
4mm以 下の石姥 中量、2mm以 下
の長を 少量含む

回転ナデ、ヘラケ
ラぐリ

回転ナデ 良好 灰色 灰黄色

蓋 2mm以下の石難 中量含む ナデ ナデ 良好 灰白色 灰色

蓋 3mm以 下の石難 中量含む ナデ ナ デ 良好 灰白色 灰色

杯身 3mm以 下の石難 中量含む
回転ナデ、ヘラケ
ラヾリ

回転ナデ、ユビナ
良好 灰 色 灰 色 ろくろ左回り

包含層 杯身
2mm黙 下の石を 少量、黒色粒子
を多量含む

回転ナデ、ヘラク
ラぐリ 回転ナデ 良好 灰色 灰 色 ろくろ右回り

P37 杯
lmm以下の石難 少量、lmm以下
の黒色粒費 少糧 含む

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰褐色 灰白色

P25 杯 lmm以下の長石を/」/1含む ナ デ ナデ 良好 黄灰色 灰色

P49 杯身
2mm以 下の石英とlmm以下の長石
を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ右回り

杯身

lmm以下の石英、長石を少量、
3.5mm以 下の黒色粒脅 わず力ヽ こ

含む

ナ デ ナデ 良好 灰 色 灰 色

包含層 杯 身 3mm以 下の石英を少量含む
ヘラケズリ、回転
ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色 くろ右回り

P64 杯 身
05～3mmの石難 少量、1 511ull以 下
の長石を中量含む

ナデ、ヘラケズリ ナデ、ュビナデ 良好 灰色 灰色 ろくろ左回り

杯 身 lmm以下の石英、長石を中量含む ナデ、ヘラケズリ ナ デ 良好 灰色 灰色 ろくろ左回り

包含層 杯身 lmm以 下の石難 長石を微量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

杯 身 黒色粒を 少量含む ナ デ ナデ 良好
に英ドい

黄橙色
灰白色

322 SB24 杯
2mm以下の石英とlmm以下の黒色
粒子を中量含む

ョコナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰 色 灰白色

323 杯
3mm以 下の石財 少量、05mm以 下
の黒色粒子と長を わず力ヽ こ含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 白色 灰 白色

324 杯
15mm以下の石難 長石を少量含
む

回転ナデ
ュビナデ、回転ナ

良好 灰 色 灰色

325 包含層 杯
35mm以 下の石英と25mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ、ヘラケ
ズリ

ュビナデ、ナデ 良好 灰 白色 灰 白色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼成
色調外

面

色調内

面
備 考

杯 25mm以 下の石英を中量含む ナ デ ナデ 良好 灰 白色 灰白色

包含層 高 杯
15mm以下の石英、長石を中量含
む

回転ナデ ケズリ 良好 灰 色 灰 色

包含層 高 杯 長石を微量含む 回転ナデ ケズリ 良好 灰 色 灰 色

P65 高杯
3mm以 下の石英≧05mm以 下の長
を 多量に含む

ョコナデ ョコナデ 良好 黄灰色 黄灰色

高杯 4mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ
回転ナデ、ュビナ

良好 灰白色 灰黄色 ろくろ右回り

高杯 lmm以下の石英、長石を少量含む ナデ ナ デ 良好 灰白色 灰白色

高 杯 lmm以 下の長花 少量含む ナデ ナ デ 良好 灰 色 灰 色 すかし

333 包含層 高杯 長石、黒色粒を 微量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 白色

包含層 高杯 長石を微量含む 緻密 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

包含層 高杯
lmm以下の石英と不明石t2・少量
含む

回転ナデ ユビナデ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

包含層 高杯
3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を少量含む

ナ デ ュビナデ 良好 灰 色 灰 色

高杯
25mm以 下の石英を中量、長石を少
量含む

ョコナデ ョコナデ 良好 灰白色 灰白色

高杯
05mm以 下の長石、黒色粒子、雲母
を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

高杯 25mm以 下の石妊 少糧 含む ナデ ナデ 良好 灰色 灰色

高 杯 7.6 0.5mm以 下の長石を少量含む ナ デ ナデ 良好 黄灰色 黄灰色

包含層 甕 246
4mm以下の石難 /J/1、 黒色粒子
を少量含む

カキメ、回転ナデ 回転ナデ、タタキ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ右回り

包含層 壺 5mm以 下の石英を中量含む 回転ナデ、カキメ 回転ナデ、タタキ 良好 灰色 灰 色

壺 05～ 2mmの 黒色粒を グ糧 含む ナデ ナデ
や

好

や

良 灰色 灰色

包含層 平 瓶 石難 黒色粒費 微量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰色 自然釉

345 甕
2mm以下の石難 中量、細かい粒を
多量に含む

ナデ、ヨコナデ 良好 灰 色 灰 色 自然釉

P27 横瓶
05～ 35mmの 石英とlmm以下の長
を 中量含む

ユビオサエ、ヨコ
ナデ

ユビオサエ、ヨコ
ナデ 良好 灰 色 灰 色

包含層 壺 15mm以下の黒色粒を 中量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰色

包含層 壼
2mm以下の石を 少量、黒色粒子
を微量含む

回転ナデ
回転ナデ、ュビナ

良好 灰色 灰色 ろくろ若回り

包含層 不 明
2mm以下の石難 少量、lmm以下
の黒色粒乾 少量含む

ナ デ ナデ 良好 灰 自色 灰 色

350 壼 3mm以 下の石英を多量に含む ナデ、カキメ
ナデ、ュビオサ
ェ タタキ 良好 灰 色 灰 色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼減
色調外

面

色調内

面
備 考

A-9、 B―

9
包含層 浅鉢 lmm以下の石英を中量含む ナ デ 条痕調整 良好

灰黄褐

色

灰黄褐

色
縄文

A-9、 B―

9
包含層 深鉢

5mm以 下の石英とlmm以下の長石
を多量含む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
にぶい

黄橙色
縄文

A-9、 B―

9
包含層 深鉢 2mm以 下の石英を中量含む 条痕調整 ナデ ナデ 良好

灰黄褐

色
褐灰色 縄 文

包含層 蓋

3mm以 下の石英と05mm以 下の長
を 多量、赤色酸化粒をわずかに含

む

ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 淡黄色
浅黄橙

色

B-5 包含層 蓋 208
6mm以 下の石難 多量、3mm以 下
の長石を少量含む

風化している
ナデ、ユビオサ
エ? 良好

に
'ド

い

黄橙色
明赤褐

色

包含層 甕

2.5mm以 下の石英とlmm以下の長
石を中量、05mm以 下の赤色酸化
粒をわず力ヽ こ含む

ナ デ ナ デ 良好
|こぶい

黄橙色

灰黄褐

色

B-7 包含層 甕
lmm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ュビオサェ、ナデ ナデ 良好
にぶい

黄橙色
灰白色

358 包含層 壼
5mm以 下の石財 中量、長石を赤

色酸化粒を少量含む
ュビオサェ ナデ ナデ 良好

にぶい

黄橙色

にぶい

橙色

359 B-5 包含層 甕

45mm以 下の石難 中量、3mm以 下
の長石を少量、3 5mm以 下の赤色酸

化糧 雲母を微量含む

ナデ、ヨコナデ ナデ 良好 黄灰色
にぶい

黄橙色

包含層 甕
25mm以 下の石英、15mm以下の長
を 中量含む

ョコナデ、ナデ ナデ 良好
|こぶい

黄橙色

浅黄橙

色

包含層 甕 4mm以 下の石姥 多量含む ナデ ナ デ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

362 包含層 甕

3mm以 下の石英と2mm以下の長石
を中量、赤色酸化糧 雲母を少量含

む

ナデ ナ デ 良好
明赤褐

色

に島ミい

橙色

包含層 甕
2.5mm以下の石英と長石を少量含
む

ナデ ナデ 良好
にぶい

橙色
灰白色

包含層 甕
3mm以 下の石英と2mm以下の長石
を少量含む

ナデ ミガキ 良好 橙 色
にぶい

黄橙色

365 B-2 包含層 壺

4mm以 下の石姥 中量、lmm以下
の長石、15mm以下の赤色酸化粒を
少量含む

ュビオサェ、ナデ ナ デ 良好
にぶい

褐色
浅黄橙

色

B-10 包含層 壼
3mm以下の石英を多量、5mm以 下
の赤色酸化粒を微量含む

ナ デ ナデ 良好 橙色 橙色

包含層 甕

3mm以 下の石英と25mm以 下の長
石を中量、赤色酸化陸 わず力ヽ こ含

む

ナデ、ユビオサェ ナデ、ハケメ? 良月 橙色
にぶい

黄橙色

B-10 包含層 甕

3mm以 下の石英とlmm以下の長石、
)5mm以下の赤色酸化経 /J/1含

む

ナデ ナデ 良好
にぶい

橙色

にぶい

黄橙色

369 包含層 甕

25mm以 下の石英と15mm以下の長
石を中量、赤色酸化粒 角閃を 微

量含む

ュビオサェ、ョコ
ナデ、ナデ

ナ デ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

橙色

B-2 包含層 甕
3mm以下の石英と15mm以下の長
石を中量含む

ュビオサェ、ナデ ョコナデ、ナデ 良好 橙色 橙色

包含層 壼
3.5mm以 下の石英と3mm以 下の長
石を中量含む

ョコナデ ュビオサエ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色
浅黄橙

色

A-9、 B―

9^ミルト 包含層 壼
15mm以下の石難 05mm以 下の長
石を少量含む

ョコナデ、ナデ ナデ 良好 橙色 橙 色

包含層 壼 lmm以下の石難 少量含む ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色
灰 白色

包含層 甕
45mm以 下の石英と15mm以下の長
石を中量、赤色酸化粒を微量含む

ョコナデ ョコナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

375 包含層 壺
6mm以下の石英を少量、lmm以下
の赤色酸化粒をわず力ヽ こ含む

ナ デ ナ デ 良好
灰黄褐

色

にぶい

黄橙色
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番号
地区ログ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼 威
色調外

面

色調内

面
備 考

包含層
高

杯

35mm以 下の石英と05mm以下の石
英を少量含む

ョコナデ、ュビオ
サェ、ナデ

ョコナデ、ハケメ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

ヘー8 包含層 壺
3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ヨコナデ ナ デ 良好
にぶい

橙色
灰褐色

包含層 壺
25mm以 下の石難 長石を中量、赤
色酸化粒を雲母を少量含む

ナデ、ョコナデ ナデ、ュビオサェ 良好
浅黄橙

色
橙色

包含層 壺
3.5mm以 下の石英と25mm以 下の長
石を中量含む

ナ デ ナ デ 良好
|こぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

包含層 壺

lmnl以下の石英と15mm以下の長
石と2mm以下の赤色酸化粒を中量
含む

ョコナデ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
浅黄橙

色

包含層 壷 3mm以 下の石英を中量含む ュビオサェ、ナデ ナデ 良好
浅黄橙

色
灰白色

B-8 包含層 高 杯

4mm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量、05mm以 下の赤色酸化粒を
り糧 舗

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
|こぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色
すかし

包含層 甕

25mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を少量、赤色酸化経 わず力ヽ こ含

む

ョコナデ ヨコナデ、ナデ 良好 橙色 橙色

B-7 包含層 壼
4mm以 下の石英と1.5mm以下の長
石を中量含む

ョコナデ
ユビオサエ、ヨコ
ナデ、ナデ、ミガ
キ

良好
灰黄褐

色

浅黄橙

色

包含層 壺
3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

ョコナデ、ナデ ヨコナデ、ナデ 良好 灰 白色 橙色

B-7 包含層 壺
4mm以 下の石英と15mm以下の長
石を中量含む

ナデ ナデ 良好 橙 色 橙色

387 B-7 包含層 甕
lmm以下の右英、赤色酸化粒
05mm以 下の雲睦 中量含む

ュビオサエ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰褐色
にぶい

褐色

388 3-5 包含層 壺
2mm以下の石英と3mm以 下の長石
を中量含む

ナデ、ミガキ ユビオサェ ナデ 良好 橙 色 黄灰色

A-8 包含層 壺

4.5mm以 下の石英とlmm以下の長
石を中量、05mm以 下の赤色酸化
粒を少量含む

ナデ、ュビオサ
エ、ミガキ

ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄色

包含層 壼

3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を多量、lmm以下の赤色酸化粒を
/」/1舗

ナデ(ミガキ?) ュビオサェ、ナデ 良好
灰黄褐

色

にぶい

黄橙色

包含層 壺

4mm以 下の石英と2.5mm以 下の長
石を中量、2mm以下の赤色酸化粒
を少量含む

ュビオサ手、ナデ ナ デ 良好 橙色 橙色

392 包含層 甕
35mm以 下の石英と3mm以 下の長
を 多量含む

ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄褐

色

393 B-2 包含層 壺

3.5mm以 下の石英と5mm以 下の長
石を多量、05mm以 下の赤色酸化
陸 /J/1舗

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色
黄灰色

包含層 甕

3mm以 下の石英と05mm以 下の長
を 多量、lmm以下の赤色酸化粒
を少量含む

ナデ ュビオサュ、ナデ 良好
にぶい

橙色
灰 白色

包含層 甕 3.5mm以 下の石英を中量含む ョコナデ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

396 B-2 包含層 甕

3mm以下の石英を中量、05mm以 下
の長石を少量、赤色酸化粒をわずか

に含む

ナ デ ナデ、ュビオサエ 良好
にぶい

黄橙色
灰黄褐

色

包含層 甕

15mm以下の石英と0・5mm以 下の長
石を中量、赤色酸化経 わず力` こ雀

む

ョコナデ、ハケメ ヨコナデ、ハケメ 良好 橙色 橙色

包含層 甕
25mm以 下の石英とlmm以下の長
石を中量、角閃石をわず力ヽ こ含む

ヨコナデ、ハケメ ナデ 良好 橙色 橙 色

399 包含層 甕
35mm以下の石英とlmm以下の長
を 燿 舗

ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好
|こぶい

黄橙色

|こぶい

黄橙色

包含層 甕
lmm以下の長石と石難 少量、赤色
酸化経 わず力` こ含む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

橙色

にぶい

黄橙色
丹塗り
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

包含層 甕
4mm以 下の石難 中量、15mm以 下
の長石含む

ョコナデ、ナデ
ヨコナデ(?)、 ナ

良好 橙色
にぶい

橙色

A-10
A-11 包含層 甕 282

25mm以 下の石英と0・5mm以 下の長
石を少量含む

ヨコナデ、ナデ、
ハケメ?

ナデ、ハケメ? 良好
|こぶい

褐色

にぶい

橙色

包含層 甕 5mm以 下の石英を中量含む ナデ? ユビオサエ、ナデ 良好
灰黄褐

色
褐灰色

B-7 包含層 甕
2mm以下の石英を中量、05mm以 下
の長石と赤色酸化陸 少量含む

ョコナデ ヨコナデ、ナデ 良好 橙色
にぶい

黄橙色
丹塗り

包含層 甕
25mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を中量含む

ユビオサェ、ョコ
ナデ、ハケメ

ユビオサエ、ヨコ
ナデ、ハケメ 良好

浅黄橙

色

浅黄橙

色

包含層 甕

lmm以 下の石共 2mm以下の長石
を少量、0.5mm以 下の赤色酸化粒を
わず力ヽ こ含む

ナデ、ハケメ、ュヒ
オサェ

ナデ、ハケメ 良好
灰黄褐

色

にぶい

黄橙色

包含層 甕 290
D5mm以下の石英、長石を少量、赤
色酸化粒 黒色粒子を微量含む

ヨコナデ、ハケメ
ヨコナデ、ハケメ、
ナデ 良好

にあミい

黄橙色

灰黄褐

色

包含層 甕 290
lmm以 下の石英、長石を多量、
D.5mm以下の赤色酸化粒を少量含
む

ヨコナデ、ハケメ、
ユビオサェ

ヨコナデ、ナデ、
ユビオサェ 良好

浅黄橙

色

にぶい

黄橙色
丹塗り

B-7 包含層 甑

2mm以下の石英と05mm以 下の長
石を多量、lmm以下の雲睦 多量、
lmm以下の赤色酸化粒を少量含む

ハケメ、ナデ ユビオサエ、ナデ 良好 橙色
|こぶい

橙色
丹塗り

B-8-C―
8 包含層 甑

2mm以下の石英と05mm以 下の長
石を中量含む

ュビオサェ、ハケ
メ

ユビオサェ、ナデ 良好 橙色
浅黄橙

色

包含層 甑
3mm以下の石を 中量、05mm以 下
の長を 少量含む

ユビオサエ、ハケ
メ

ナ デ 良好
浅黄橙

色
灰黄色

B=7 包含層 器台
3mm以 下の石其と05mm以 下の赤
色酸化粒を少量含む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色
浅黄橙

色

包含層 椀
5mm以 下の赤色酸化粒を多量、
2mm以下の石英を少量含む

ュビオサェ、ナデ ユビオサエ、ナデ 良好 橙色
にボい

橙色

包含層
台付

壺

2mm以下の長石と石英、05mm以 下
の雲睦 中量、05mm大の赤色酸イヒ
経 わず力ヽ こ含む

ユビオサェ?
ガキ

ユビオサェ、ミガ
キ、ナデ、ョコナ
デ

良好
にぶい

褐色
|こぶい

褐色

ヘー9、 B―

)
包含層 高 杯

2mm以下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ ナ デ 良好 橙色 橙色

B-6 包含層 高杯

35mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を中量、赤色酸化粒 雲睦 少量

含む

ナデ ナデ 良好 橙色
にぶい

橙色

B-6 包含層 高杯
2mm以 下の赤色酸化粒を中量、雲
飲 石典 長石を少量含む

ナデ ナ デ 良好
にぶい

橙色
橙色 丹塗り

B-7 包含層 高杯
25mm以 下の石英を少量、赤色酸
イ蹴量 雲睦 微量含む

回転ナデ 回転ナデ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

包含層 高 杯
5mm以 下の石を 中量、赤色酸化
経 わず力ヽ こ含む

ユビオサェ、ナデ ュビオサェ 良好
にぶい

橙色
灰褐色 手づくね

B-7 包含層 高杯
05mm以 下の赤色酸化陸 中量含
む

ナ デ ナ デ 良好 橙 色 橙色

包含層 蓋 長を わず力ヽ こ含む ナデ ナデ 良好
明赤褐

色

明赤褐

色
丹塗り

422 包含層 蓋 細かい長石と雲母を少量含む ヨコナデ、ナデ ヨコナデ 良好 橙色
明赤褐

色
丹塗り

包含層 杯 ?
05mm以 下の黒色粒セ /J/1、 雲
睦 わず力ヽ こ含む

ナ デ ヨコナ デ 良好
に落ミい

黄橙色

明赤褐

色
丹塗り

包含層 杯
1■ 1ln以 下の長石、赤色酸化粒 雲

母を少量含む
ナデ ナ デ 良好 橙 色 橙色 丹塗り

B-1 包含層 蓋
05mm以 下の石難 長石と赤色酸イヒ
粒を/J/1含む

ナデ、ヨコナデ ナデ? 良好 橙色 橙色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼成
色調外

面

色調内

面
備 考

包含層 蓋
2.5mm以 下の石英を少量、7mm以 下
の灰色粒を 微量含む

ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好 灰 白色 灰 自色

包含層 杯
2.5mm以 下の石英を少量、赤色酸

化粒をわず力ヽ こ含む
ョコナデ、ナデ ナ デ 良好

にぶい

橙色
|こぶい

橙色
丹塗 9

包含層 高杯 細かい石典 長石を中量含む ナ デ ナ デ 良好 橙色 橙色

B-8 包含層 杯
05mm以 下の赤色酸化糧 長石を
少量含む。緻密

ナデ ナデ 良好 橙色 橙色

B-8 包含層 杯
05mm以 下の長石を少量、金雲母を
わず力ヽ こ含む

ヘラケズリ
ョコナデ、ヘラミガ
キ、ヘラケズリ

良好 橙色 橙 色

包含層 皿 05mm以 下の長石を少量含む ョコナデ、ナデ ナ デ 良好 橙 色 橙 色 丹塗り

432 包含層 皿

05mm以 下の赤色酸化糧 長石、石
英ヽ雲睦 少量含む

ナデ、ョコナデ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色

にあミい

黄橙色
丹塗り

A-6-C―
6 包含層 皿 lmm以下の赤色酸化粒を少量含む ヨコナデ、ナデ ナデ 良好 橙色 橙色

包含層 皿 きめが細かい 回転ナデ、ナデ 不 明 良好
にぶい

黄橙色

におミい

橙色

435 包含層 皿

2.5mm以 下の石英と3mm以 下の赤
色酸化経 少量含む

ヨコナデ、ナデ ナデ、ユビオサェ 良好
にぶい

橙色

にぶい

橙色

包含層 皿 lmm以 下の石英と長石を少量含む ョコナデ、ナデ ョコナデ、ナデ 良好 橙色 橙色 丹塗り

包含層 皿

lmm以下の赤色酸化糧 石を 少
量、雲母を少量含む

ヨコナデ ヨコナデ 良好 橙色
にぶい

橙色
丹御

包含層 杯
D5mm以下の石英、長石を微量含
む

ョコナデ、ナデ ナデ(ョコナデ?) 良好 灰 白色 灰 白色

C-5 包含層 杯 3.1
)5mm以下の赤色酸化粒 長を
グ糧含む

ョコナデ、ナデ
ヨコナデ、ナデ、
ュビオサェ 良好 灰白色 灰白色

包含層 杯
).5mm以下の赤色酸化粧 雲睦

少量含む

ヨコナデ、ユビオ
サェ、ナデ

ヨコナデ、ユビオ
サェ、ナデ 良好

灰黄褐

色

にぶい

黄橙色
丹塗り?

包含層 杯
05mm以 下の長石を多量に、lmm以
下の赤色酸化粒を少量含む

ョコナデ、ナデ ヨコナデ 良好 橙色 橙色 丹塗り

包含層 杯 lmm以下の赤色酸化粧 /1/1含む ナ デ ナデ 良好 淡黄色 灰白色

ヘー9 包含層 杯 9.2
lmm以下の赤色酸化粒とlmm以下
の石英を少量含む

ュビオサェ ョコ
ナデ、ナデ

ュビオサェ、ナ
デ、ヨコナデ 良好 黄灰色

にぶい

黄橙色

包含層 杯
lmm以下の石英と3mm以 下の赤色
酸化経 少量含む

ヨコナデ、ナデ、
ヘラキリ

ナデ、ユビオサ
エ? 良好

浅黄橙

色
灰 自色

B-7 包含層 杯
lmm以下の長石をわず力ヽこ、05～
3mmの 赤色酸化粧 中量含む

ョコナデ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

446 B-7 包含層 杯 2.7
0.5～ lmmの 長石と2mm以 下の赤色
酸化粒を多く含む

ナデ ナデ 良好 灰黄色
こぶい

黄橙色

3-6 包含層 杯
05mm以 下の石難 長石、25mm以
下の赤色酸化粒を少量含む

ナデ ナデ、ュビオサェ 良好 灰白色 灰 白色

3-6 包含層 杯
25mm以下の赤色酸化経 少量含
む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色

.こぶい

黄橙色
丹塗り

包含層 皿 細かい赤色酸化粒を少量含む ナ デ ナ デ 良好
浅黄橙

色
灰白色

B-5 包含層 椀 122
4mm以 下の石其と05mm以 下の長
石を少量、lmm以下の赤色酸化粒
を中量含む

ヨコナデ
ヨコナデ、ユビオ
サェ、ナデ 良好

にぶい

橙色

にぶい

橙色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

包含層 椀
45mm以 下の石英と05mm以 下の赤
色酸化経 少量含む

ョコナデ、ナデ ョコナデ、ナデ 良好 橙色
浅黄橙

色

452 4 包含層 杯
2mm以下の石英とlmm以下の長石、
赤色酸化陸 り糧 含む

ナ デ ナ デ 良好 橙 色
にぶい

橙色

包含層 椀
長石、雲母を微量、15mm以下の赤
色酸化粒を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好
にぶい

赤褐色

にぶい

赤lla色
丹塗り

A-9 包含層 皿 15.2 2.6

lmm以 下の石難 長石、赤色酸化
粒を中量、05mm夫の黒色粒脅 わ
ず力ヽ こ含む

ヨコナデ ナデ、ョコナデ 良好 灰白色
浅黄橙

色

455 3-5 包含層 椀

lmm以下の石英と0,5mm以 下の長
石、lmm以下の赤色酸化粒を/J/1

含む

ョコナデ ヨコナデ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

456 包含層 椀
lmm以下の赤色酸化経 /J/1、 長
な 石英を微量含む

ョコナデ、ナデ ョコナデ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
丹塗り

A-11 包含層 椀
15mm以下の赤色酸化粒を中量、
石英を少量含む

ナデ、ヨコナデ
ナデ、ュビオサ
エ、ヨコナデ

良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

B-7 包含層 椀
05mm以 下の石英と長石とlmm以下
の赤色酸化経 中量含む

ナ デ
ヨコナデ、ナデ、
ュビオサェ 良好

浅黄橙

色
灰白色 丹塗り

包含層 椀 142 2mm以下の石難 少量含む ヨコナデ 入念なナデ 良好
にぶい

黄橙色
浅黄橙

色

B-5 包含層 椀
15mm以下の石英とlmm以下の長
石、赤色酸化粒を少量含む

ナデ、ョコナデ ナデ 良好
浅黄橙

色
灰白色

B-7 包含層 椀 15 5

lmm以下の石妊 長石を微量、lmm
大の赤色酸化粒を少量、雲睦 わ

ず力ヽ こ含む

ュビオサエ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色 灰白色 丹型 ,

B-8 包含層 椀
2mm以下の石英と4mm以下の長石
を少量含む

ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
丹塗り

包含層 椀
0.5mm以 下の石英を中量含む。緻
密

ヨコナデ ヨコナデ、ナデ 良好
灰黄褐

色
褐灰色

A-9、 B―

9 包含層 椀

2mm以下の石英と05mm以 下の長
を 多量、赤色酸化紅 雲母を微量

含む

ナデ ナデ 良好
浅黄橙

色
灰黄色

B-7 包含層 甑

15mm以下の石英と、長石と2mm以

下の赤色酸化粒ど05mm以 下の雲
母を多量に含む

ナデ、ハケメ ュビオサェ、ナデ 良好
灰黄褐

色
橙 色

包含層 椀 2.5mm以 下の石姥 少量含む ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 浅黄色 灰白色

包含層 椀 13.7 lmm以下の赤色酸化粧 /」/1含む ョコナデ、ナデ 入念なナデ 良好 灰白色 灰白色

包含層 椀
2mm以下の石4_●長を 少量、4mm
以下の赤色酸化粒を中量含む

ュビオサェ ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

にぶい

黄橙色

包含層 椀
3mm以 下の石難 /J/1、

雲睦 わず

力ヽ こ含む
ョコナデ、ナデ 入念なナデ 良好

浅黄橙

色

浅黄橙

色

包含層 高杯
2mm以 下の赤色酸化糧 4mm以下
の長石、石難 多量に含む

ナデ ナデ、ュビオサェ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
丹塗り、面取り

C-7 包含層 椀
)5mm以下の石英、赤色酸化陸
少量含む

ナ デ ナ デ 良好 橙色 橙色

包含層 椀 )5mm以下の石難 わず力ヽ こ含む ョコナデ、ナデ? ナデ、ョコナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

C-7 包含層 椀 2.5mm以 下の石難 中量含む ナ デ ナデ 良好 灰白色 灰 白色

包含層 椀 12 3 5
3mm以下の赤色酸化粒を少量、石
英を少量含む

ナデ、ョコナデ ナデ、ョコナデ 良好 灰白色 灰白色

C-7 包含層 椀
1.5mm以下の石難 赤色酸化粒を
/」/1含む

ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼成
色調外

面

色調内

面
備 考

包含層 椀

3mm以 下の石英とlmm大の長石を
中量、lmm以下の赤色酸化粒をわ
ず力ヽ こ含む

ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ や や 灰白色 灰白色

表採 包含層 椀
lmm以下の赤色酸化経 少量、長
石と不明粒費 わず力`こ含む

ナデ、ヨコナデ ナデ、ヨコナデ 良好 灰 白色 灰自色

A-8 包含層 皿

2mm以 下の石英を微量、0・ 1～ lmm
の赤色酸化粒を中量含む

ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

A-8 包含層 皿 2.5mm以 下の石難 少量含む ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色
浅黄橙

色

包含層 皿

3mm以下の石英と05mm以 下の長
石、2mm以下の赤色酸化粒を少量、
不明粒子を雲母を微量含む

ナ デ ナ デ 良好
にぶい

黄橙色

にぶい

黄橙色

包含層 皿 mm以 下の石難 長石を少量含む ョコナデ
ョコナデ、回転ナ

良好 橙色
にぶい

橙色

包含層 皿

3mm以 下の石英とlmm以下の長石
を微量、lmm以下の赤色酸化陸
中量含む

ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

包含層 皿 2mm以 下の赤色酸化陸 多く含む ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

A-5 包含層 皿 1
0.5mm以 下の石英と長石を少量、雲

母と赤色酸化経 わず力` こ含む
ョコナデ、ナデ ナデ 良好

浅黄橙

色
灰白色

包含層 皿 7.7
1.5mm以下の石英を中量、lmm以下
の長石、赤色酸化陸 /J/1含む

ナ デ ュビオサェ、ナデ 良好 灰白色 灰白色 丹塗り

3-7 包含層 皿

15mm以下の石英、赤色酸化粧
中量、05mm以 下の長石を微量含
む

ョコナデ、ナデ
ュビオサェ、ョコ
ナデ、ナデ

良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色

A-9 包含層
青磁

椀
細かい粒を多量含む 緻密 不 明 不 明 良好

明オリー

ブ灰色

明オリー

ブ灰色

包含層 鍋 lmm以下の石英を少量含む
回転ナデ、ハケ

メ?
回転ナデ、ハケメ 良好

暗青灰

色
灰 色

489 包含層 甕
lmm以下の石難 赤色酸化粒を少
量含む

回転ナデ、タタキ 回転ナデ 良好 黄灰色 灰黄色

包含層 甕

3mm以 下の石莫と1・5mm以 下の長
石を少量、赤色酸化粧 わず力ヽ こ含

む

タタキ、ナデ 回転ナデ 良好 灰黄色 黄灰色

包含層 不 明
6mm以下の石を 多量、lmm以下
の長石と赤色酸化粒を少量含む

ュビオサェ、ナデ ュビオサェ、ナデ 良好
浅黄橙

色

浅黄橙

色
丹塗り

492 包含層 杯蓋 lmm以下の石難 少量含む
回転ナデ、ヘラケ
ラヾリ

回転ナデ 良好 灰白色 灰 色 くろ左回り

D-6 包含層 杯蓋
4mm以 下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ、ナデ
回転ナデ、仕上
げナデ 良好

にぶい

褐色

にぶい

褐色
ろくろ左回り

包含層 杯蓋 0.5mm大の黒■`粒子と白■`粒子を 1 ョコナデ ョコナデ 良好 灰色 灰色

A-8 包含層 杯 蓋

3mm以下の石英と1・5mm以 下の長
石、2mm以下の黒色粒費 少量含
む

回転ナデ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ、ュビナ
良好 灰色 灰 色 ろくろ右回り

B-7 包含層 杯 蓋
25mm以 下の石莫と0.5mm以 下の長
石を中量含む

ヘラケズリ、回転
ナデ

回転ナデ、ュビナ
良好 灰 色 灰色

497 包含層 杯 蓋 1.5mm以下の石姥 少量含む
回転ナデ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ 良好 灰色 灰色 ろくろ右回り

包含層 杯蓋 lmm以下の石難 長を 少量含む
回転ナデ、ユビナ ュビナデ、回転ナ

良好 灰白色 灰白色

包含層 杯蓋 lmm以下の石難 少糧 含む
回転ナデ、ヘラク
ラヾリ

ュビナデ 良好 灰色 灰 色 ろくろ右回り

B-7 包含層 杯蓋 4mm以 下の石難 少量含む
回転ナデ、ヘラク
ラぐリ

回転ナデ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ左回り
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番号
地区・グ
リツド 遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威

色調外

面

色調内

面
備 考

包含層 杯蓋 lmm以 下の石難 少量含む
回転ナデ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ左回り

502 B-8
トレン
チ 包含層 杯蓋 mm以 下の石英を少量含む

回転ナデ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ 良好 灰黄色 灰 白色 ろくろ右回り

4 包含層 杯蓋
35mm以 下の石英L05mm以 下の振
石を中量含む

ナデ、ョコナデ ナデ、ュビオサェ 不良 灰白色
にぶい

黄橙色

B-8 包含層 杯 蓋 15mm以下の石難 少量含む
回転ナデ、ヘラク
ラぐリ

回転ナデ、ュビナ
良好 灰 色 灰白色

505 包含層 杯蓋
15mm以下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

ナデ ナデ、ュビオサェ 良好 灰 白色 灰白色 ろくろ右回り

506 ヘー8 包含層 杯蓋 4.5ミ リ以下の石英を中量含む 回転ナデ
回転ナデ、ュビナ

良好
灰黄褐

色
灰白色 ヘラ記号

3-7 包含層 蓋 15mm以下の石英を少量含む 回転ナデ
ュビナデ、回転ナ

良好 灰 白色 灰白色

3-7 包含層 杯 身 lmm以下の石を 中量含む ナ デ ナ デ 良好 灰色 灰色

8 包含層 杯身 35mm以下の石英を中量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好
暗オリー

ブ灰色
灰色

B-5 包含層 杯身
5mm以下の石難 中量、2mm以 下
の長石を少量含む

ナデ、ヘラケズリ ナデ、ュビナデ 良好 黄灰色 灰黄色 ろくろ右回り

A-9、 B―

9 包含層 杯 身 lmm以下の石英を少量含む
回転ナデ、ヘラケ
フヾリ

回転ナデ 良好 灰色 灰色 ろくろ左回り

包含層 杯 身 lmm以下の長石を多く含む ナデ、ヘラケズリ ナデ、ュビオサェ 良好 灰色 灰色

C-7 包含層 杯身 13 2
4.5mm以 下の石英と3mm以 下の長
石を中量含む

回転ナデ、ヘラケ
ズリ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 白色 らくろ右回り

A-9 包含層 杯身 12.2 2mm以 下の石を 少量含む
回転ナデ、ヘラク
ラヾリ

回転ナデ、仕上
げナデ 良好 灰 白色 灰 色

包含層 杯身 132
0.5mm以 下の石難 長石を少量含
む

回転ナデ、ヘラク
ズリ 回転ナデ 良好 黄灰色 灰 色 ろくろ左回り

包含層 杯身 37
4mm以 下の石英と05mm以 下の黒
色粒子を少量含む

回転ナデ
回転ナデ、仕上
げナデ 良好 灰 色 灰白色

包含層 杯 身 lmm以下の石難 中量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 色 自然釉

B-7 包含層 杯 身 mm以 下の石英を少量含む
回転ナデ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ、仕上
げナデ 良好 黄灰色 灰 色 ろくろ右回り

B-7 包含層 杯 身
2mm以下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ、ュビナ
デ、ヘラケズリ

回転ナデ 良好 灰色 青灰色
ろくろ右回り
ヘラ記号

B-7 包含層 杯身 3mm以下の石英と長石を中量含む ナデ、ヘラケズリ ナデ、ュビナデ 良好 灰色 灰色 ろくろ右回り

B-7 包含層 杯身 15mm以下の石英を少量含む
いアナ醜
利

ヘラケ
回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

522 7 包含層 杯 身
2mm以 下の石英を /」/1、 lmm以下
の黒色粒を グ糧 含む

回転ナデ、ヘラギ
リ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ右回り

523 包含層 杯
2mm以下の石英と05mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色 ろくろ右回り

A-1～ C―

1
包含層 杯

Э.5mm以下の石難 長石と15mm以
下の黒色粒脅 少量含む

回転ナデ ナデ、回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

525
A-2-C―
2 包含層 杯 長石をわず力ヽ こ含む 静 )が 細かい 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰白色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

包含層 杯 5mm以 下の石難 少量含む 回転ナデ
回転ナデ、ュビナ

良好 灰色 灰 色

包含層 椀 ? )5mm以下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 黄灰色

包含層 杯 12
2mm以下の石英とlmm以下の黒色
粒子を少量含む

回転ナデ
ュビナデ、回転ナ
デ、ナデ

良好 灰白色 灰 白色

B-7～ C―
包含層 杯 8 mm以 下の石英を少量含む ナ デ ナデ、ユビナデ 良好 灰 色 灰 色

3-6 包含層 皿 lmm以下の石英を少量含む
回転ナデ、ヘラギ

リ

回転ナデ、ュビナ
良好 灰白色 灰白色 ろくろ右回り

包含層 杯 2mm以下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 白色

包含層 杯
05mm以下の石難 長を 中量含
む

回転ナデ
ュビナデ、回転ナ
デ、ナデ

良好 灰色 灰 色

533 3 包含層 杯
3mm以 下の石難 中量、15mm以 下
の長石を少量含む

回転ナデ ナデ、ユビナデ 良好 灰黄色 灰黄色

8 包含層 杯 3mm以 下の石難 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰色

ヘー8 包含層 高杯 2mm以下の石英を中量含む
回転ナデ、ヘラケ
ズリ 回転ナデ 良好 灰色 灰色

ろくろ右回り
すかし

3-6 包含層 高 杯 lmm以下の石難 長石を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 黄灰色 黄灰色

A-8 包含層 高杯
4mm以 下の石英とlmm以下の長石
を中量含む

回転ナデ
ユビナデ、ユビオ
サェ 良好 灰 色 灰 色 ろくろ右回り

538 C-1 包含層
高

杯

2mm以下の石英と05mm以 下の長
石を少量、lmm以下の赤色酸化粒
を少量含む

回転ナデ
ュビナデ、回転ナ

良好 灰白色 灰白色

B-7 包含層 高杯
3mm以 下の石財 少量、黒色粒子
曇中量含む

ナデ、ヘラケズリ ナデ
や

好

や

良

にぶい

橙色

にぶい

橙色

l 包含層
台

椀

脚

付

25m面 以下の石英と05mm以 下の長
石を少量、黒色粒子を少量含む

ナデ ュビナデ 良好 灰 白色 灰 白色 釉

包含層 高杯
05mm以下の石英と長を 中量含
む

回転ナデ 回転ナデ 良好 黄灰色 黄灰色 すかし

542 3-6 包含層 高杯 細かい長石 雲母を微量含む ナ デ 不 明 良好
にぶい

橙色
橙色

包含層 高杯 05mm以 下の黒色粒を 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰黄色 すかし

包含層 高 杯 2.5mm以 下の石姥 少量含む 回転ナデ ケズリ 良好 灰色 灰色

545 包含層 高杯
3mm以 下の石英と0・5mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

包含層 高杯 1.5mm以下の石姥 少量含む 回転ナデ
回転ナデ、ユビナ

良好 灰色 灰色

包含層 高杯 3mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ、ケズリ 良好 灰色 灰 色

包含層 高 杯 05mm以 下の石姥 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

A-9 包含層 高杯
3mm以 下の石英を少量、2mm以 下
の長石を少量含む

回転ナデ 回転ナデ、ケズリ 良好 灰 白色 灰 白色

包含層 高杯

3 5mm以 下の石英と2mm以 下の長
石を中量、0.5mm以 下の赤色酸化
粒を微量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 白色 灰 白色
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番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

551 B-3 包含層 高 杯
0.5mm以 下の長石と黒色粒子を少
量含む

回転ナデ
回転ナデ、ュビナ

良好 灰白色 灰 白色

包含層 高杯 lmm以下の石姥 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰黄色 灰 白色

B-8 包含層 不 明 15mm以下の石財 /J/1含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰白色

A-7-C―
7

包含層 壼 ? mm以下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰色 ろくろ右回り

555 B-7 包含層 提 瓶 mm以 下の石難 中量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 黄灰色

556 包含層 壼 8
lmm以下の石難 黒色粒を 少量
含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰色

包含層 平 瓶
lmm以下の石英と黒色粒を 中量
含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 黄灰色 黄灰色 自然釉

558 包含層 甕
15mm以下の石難 黒色粒脅 少
量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

559 包含層 壼 15mm以下の石難 /J/1含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰 色

包含層 横瓶 2mm以 下の石英を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

包含層 壼
15mm以下の赤色酸化粒 05mm以
下の長石、石蛯 少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

562 包含層 壺 mm以 下の石姥 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰赤色

B-7 包含層
短頸

壼

05mm以 下の石難 黒色粒子を少
量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

包含層 壼 lmm以下の石財 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

包含層 甕 1.5mm以下の長を わず力ヽ こ含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰色

包含層 横瓶
05mm以 下の石英、長を 中量、黒
色粒子を微量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰白色 灰白色

包含層 壼
05mm以 下の石難 黒色粒子を少
量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好
灰オリー

ブ色
黄灰色

包含層 甕
0.5mm以 下の長石を少量、石英をわ

ず力ヽ こ含む
回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰 色

569 B-3 包含層
円面

硯
mm以下の石英を中量含む ナデ ュビオサェ、ナデ 良好 灰色 灰色

C-3 包含層
円面

硯

3mm以下の石英と0.5mm以 下の長
石を少量、5mm以 下の不明粒乾 わ
ず力ヽ こ含む

不明 (使用による

摩滅か ?)
不明 (使用による

摩滅か ?)
良好 灰白色 灰 白色

包含層 平 瓶
15mm以下の石英と長石を中量含
む

ョコナデ ョコナデ、ナデ 良好 灰白色 灰白色

572 包含層 魅 きめが糸日かい 回転ナデ 回転ナデ、ケズリ 良好 灰 色 灰 色

573 B-5 包含層 壷 lmm以下の石英と長石を少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 黄灰色 灰 色 自然釉

B-7 包含層 甕
15mm以下の石英を /」/1、 3mm以 下
の長を わず力ヽ こ含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰白色

575 包含層 甕 lmm以下の石英を少量含む 回転ナデ
ユビオサエ、ユビ
ナデ、回転ナデ

良好 灰 色 灰 色

-96-



番号
地区・グ
リツド

遺構 層位 器種 口径 器高 底径 胎   土 調整外面 調整内面 焼威
色調外

面

色調内

面
備 考

A-9 包含層 甕
1.5mm以下の石英と0.5mm以 下の黒

色粒子を中量含む
回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色 灰白色

577 A-10 包含層
短頸

壼

5mm以 下の石英と3mm以 下の長石
を中量含む

ヨコナデ ョコナデ 良好 灰色 灰色

578 包含層 壼 mm以 下の石財 わず力` こ含む ナデ ナ デ 良好 灰 色
灰オリー

ブ色

579 B-3 包含層 甕 22.0 lmm以下の石難 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

包含層 甕 2mm以 下の石姥 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 黄灰色
灰オリー

ブ色

B-8 包含層 甕
0.5mm以下の石英と長を 少量含
む

ナ デ ナ デ 良好 灰白色 黄灰色

包含層 甕
3mm以 下の石其と0.5mm以 下の長
石を少量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 灰色
オリーブ

灰色

583 B-5 包含層 甕 4mm以下の石英を少量含む ョコナデ ヨコナデ、タタキ 良好 灰 白色 灰白色

包含層 甕
2mm以下の石英とlmm以下の黒色
粒費 中量含む

回転ナデ 回転ナデ、タタキ 良好 黄灰色 黄灰色

585 包含層 甕 ).5mm以下の石難 少量含む 回転ナデ
回転ナデ、ュビナ

良好 灰色 灰色

B-8 包含層 壺 122
3mm以 下の石英を少量、2mm以 下
の黒色粒脅 中量含む

回転ナデ 回転ナデ 良好 黄灰色 黄灰色

包含層 壺 2mm以下の石英と長を 少量含む 回転ナデ 回転ナデ 良好 灰 色 灰 色

C-7 包含層 甕 D5mm以下の石妊 少量含む 回転ナデ、タタキ 回転ナデ 良好 黄灰色 黄灰色

B-7 包含層 甕 ?
4mm以 下の石英と15mm以下の長
石を少量含む

回転ナデ、タタキ タタキ、ケズリ 良好 灰色 灰色
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第 2表 石器・石製品一覧表
NO 地区・グリッド 遺 構 層 位 器 種 長(Cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 石 材 備 考

SBl 打製石鏃 (1.5) サヌカイト Ⅱ類

SB2 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

SB2 打製石鏃 (1.8) (0.7 サヌカイト 未製品

SB5 打製石鏃 (1.7) サヌカイト Ⅱ類

SB7 スクレイパー (4.8) (21.9 サヌカイト

SB13 楔形石器 20.6 サヌカイト

SB13 磨 石 11.1 748.8 花自岩

SB14 楔形石器 サヌカイト

SB14 楔形石器 サヌカイト

SB14 石斧 (2.6) (4.4) (30.4) 砂 岩

SB18 石 錐 (4.0) (5.8 サヌカイト

SB25 打製石鏃 (0.8) サヌカイト Ⅱ類

SB24 石包T (2.3 (0.6) (5.9) 粘板岩

SD ll スクレイパー (3.2) (10.5) サヌカイト

SD 13 打製石鏃 (2.5) (1,3) サヌカイト 夫製品

SD 13 石錐 (2.6) (1.1) サヌカイト

SD 13 楔形石器 サヌカイト

SD 13 楔形石器 サヌカイト

SD 13 石 匙 (0.4) サヌカイト

S20 SD13 スクレイパー ? 58.5 頁岩

SD 13 スクレイノく― (3.5 (3.2) (8.1) サヌカイト

S22 SD 13 石包丁 (3.2 (0.6) (9。 1) 納板岩

SD 16 磨石 12.3 1000.6 花闇岩

SD 16 砥 石 (2.9 11.3 アプライト

SD 17 楔形石器 サヌカイト

S26 SD20 敲 石 10.6 1300.0 流紋岩

S27 A-9 SK5 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S28 A-9 SK5 石 錐 (0.9) (0.C (0.2) サヌカイト

S29 A-9 SK5 スクレイパー (3.3) サヌカイト

S30 SK27 石斧 (9.6) 6.6 (468.9 流紋岩 未製品

SK8 打製石鏃 (1.01 サヌカイト
S32 SK8 打製石鏃 (1.6) (0。 9) サヌカイト

S33 SK8 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S34 SK8 打製石鏃 (1.7) (0.8) サヌカイト

SK8 打製石鏃 (1.6) 1.7 (0.9) サヌカイト Ⅱ類

SK8 打製石鏃 (1.1) サヌカイト Ⅱ類

SK8 打製石鏃 (1.6) (0.6) サヌカイト

S38 SK8 打製石鏃 サヌカイト 未製品

S39 SK8 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

SK8 打製石鏃 7 サヌカイト Ⅱ類

SK8 打製石鏃 (1.4) サヌカイト Ⅱ類

S42 SK8 l‐「製石鏃 1.1 サヌカイト Ⅱ類

S43 SK8 打製石鏃 (1.4) サヌカイト V類
S44 SK8 打製石鏃 (1.0) サヌカイト V類

SK8 石錐 ? サヌカイト

SK8 石包丁 (52.8) 粘板岩 夫製 品

S47 SK18 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

SK23 打製石鏃 (1.3) (0.6) サヌカイト Ⅱ類

S49 SK21 打製石鏃 (3.3) (2.6) (4.0) サヌカイト 未製品

SK10 打製石鏃 (2.0 サヌカイト 夫製 品

SK10 スクレイパー (1.3) (2.9 (3.4) サヌカイト

SK13 楔形石器 2.5 サヌカイト

SK17 石 匙 (17.1) サヌカイト

SK17 石包丁 粘板岩

S55 SK19 磨製石斧 12.7 621.8 流紋岩
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S56 SK3 打製石鏃 (2.0) (1.6) (0.9) サヌカイト Ⅱ類

S57 SK3 石 錐 サヌカイト

S58 P41 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S59 P59 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

打製石鏃 サヌカイト Ⅲ 類

P78 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

P50 打製石鏃 (1.8) (1.9) (1.0) サヌカイト Ⅱ類

P62 打製石鏃 (1.2) サヌカイト I〕頃

P57 打製石鏃 (2.3) (0.7) サヌカイト Ⅱ類

打製石鏃 (2.6) (0.91 サヌカイト V類

S66 打製石鏃 (0.9) サヌカイト Ⅱ類

P73 打製石鏃 (3.0) (1.6) サヌカイト 夫製品

S68 P90 打製石鏃 サヌカイト 夫製 品

S69 P17 打製石鏃 (1.4) (1.3) サヌカイト Iら頃

S70 P20 打製石鏃 (1.4) (1.6) (0.8) サヌカイト Ⅱ類

P13 打製石鏃 (1.2) (0.5) サヌカイト

S72 P9 打製石鏃 (2.7 サヌカイト 未製品

S73 P9 スクレイパー (5.0) サヌカイト

P31 スクレイパー サヌカイト

S75 P55 楔形石器 サヌカイト

S76 P96 楔形石器 2.9 サヌカイト

S77 P56 楔形石器 サヌカイト

S78 P101 楔形石器 2.5 2.2 サヌカイト

S79 SB6 楔形石器 2.2 サヌカイト

S80 P30 枠形石器 サヌカイト

P77 石 鉾 (2.8 サヌカイト

S82 P52 石包丁 ? (3.4) 1.5 (0.6) (4.5 百 岩

S83 P16 石包丁 (3.8) (0.9) (24.5 粘板岩

S84 P98 砥 石 (3.0) (2.1) (1.9) (19.41 アプライト

S85 P99 磨 石 10.4 393.4 花聞岩

S86 C-7 包含層 打製石鏃 サヌカイト Iり頃

S87 C-8 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S88 包含層 打製石鏃 サヌカイト I類

B-5 包含層 打製石鏃 サヌカイト I以頃

Z-11 包含層 打製石鏃 サヌカイト Iり頃

B-6 包含層 打製石鏃 (1.8) (1.5) サヌカイト Iツ頂

S92 C-6 包含層 打製石鏃 (2.1) (0.8) サヌカイト Ⅱ類

A-8 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S94 包含層 打製石鏃 サヌカイト V類

S95 B-8 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

Z-11 包含層 打製 石鏃 サヌカイト Ⅱ類

C-6 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

C-7 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

包含層 打製石鏃 1.8 サヌカイト Ⅱ類

S100 Z-10 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S101 B-8 包含層 打製石鏃 サヌカイト V類

S102 D-6 包含層 打製石鏃 サヌカイト 未製 品

S103 C-6 包含層 打製石鏃 サヌカイト 来製 品

S104 D-8 包含層 打製石鏃 (1.5) サヌカイト Ⅲ 類

S105 B-3 包含層 打製石鏃 サヌカイト 夫製 品

S106 包含層 打製石鏃 (1.2) (0.7) サヌカイト Ⅱ類

S107 包含層 打製石鏃 (2.1) サヌカイト I〕頃

S108 A-6 包含層 打製石鏃 サヌカイト 未製品

S109 包含層 打製石鏃 (2.0 (0.7 サヌカイト Ⅱ類

Sl10 包含層 打製石鏃 サヌカイト I以頃
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Slll 包含層 打製石鏃 (0.8) サヌカイト V類
S l12 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S l13 包含層 打製石鏃 (0.5 サヌカイト Ⅱ類

Sl14 包含層 打製石鏃 (2.4) (2.1) サヌカイト Ⅱ類

Sl16 A― 包含層 打製石鏃 (1.2) (0。 7) サヌカイト Ⅱ類

Sl17 A-10 包含層 打製石鏃 (1.0) (0.6) サヌカイト Ⅱ類

Sl18 A-10 包含層 打製石鏃 (1.9) サヌカイト

Sl19 包含層 打製石鏃 (0.4) サヌカイト I」頃

S120 C-8 包含層 打製石鏃 (2.0) (0.9) サヌカイト

S121 B-9 包含層 打製石鏃 (2.3) サヌカイト I類

S122 B-9 包含層 打製石鏃 2.2 サヌカイト Ⅱ類

S123 B-8 包含層 打製石鏃 (1.2) (1.1) (0.6) サヌカイト I以頃

S124 B-8 包含層 打製石鏃 サヌカイト 未製品

S125 B-8 包含層 打製石鏃 (0.9) サヌカイト 夫製 品

S126 C-7 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S127 C-7 包含層 打製石鏃 (3.5) (2.5) (2.6) サヌカイト 夫製 岬

S128 包含層 打製石鏃 (1.5) (0.4) サヌカイト Ⅱ類

S129 包含層 打製石鏃 (2.3) (1.5) サヌカイト

S131 B-7 包含層 打製石鏃 (1.5) (1.5) サヌカイト Ⅱ類

S132 包含層 打製石鏃 サヌカイト 夫製 品

S133 B-6 包含層 l‐「製石鏃 (0.8) サヌカイト 未製品

S134 B-4-C-4 包含層 打製石鏃 (1.4) (0.6) サヌカイト Ⅱ類

S135 包含層 石 錐 (1.9) (1.4) サヌカイト

S136 包含層 石錐 サヌカイト

S137 包含層 石錐 サヌカイト

S138 包含層 石錐 (2.9) (0.9 サヌカイト

S139 包含層 石 錐 (0.8 サヌカイト

S139 B-7 包含層 打製石鏃 (0.9) サヌカイト Ⅱ類

S140 B-9 包含層 石錐 (2.5) (1.1) サヌカイト

S141 B-9 包含層 石 錐 (2.8) (1.6) (3.3) サヌカイト

S142 C-7 包含層 石 錐 (1.6) サヌカイト

S143 B-5 包含層 石 錐 (3.3) (2.81 サヌカイト 未製品

S144 D-7 包含層 石 錐 サヌカイト

S145 B-7-C-7 包含層 石錐 (0.5) サヌカイト

S146 包含層 粋形石器 2.2 サヌカイト

S147 C-8 包含層 楔形石器 サヌカイト

S148 C-7 包含層 楔形石器 サヌカイト

S149 A-6～C-6 包含層 楔形石器 0.7 サヌカイト

S150 C-8 包含層 楔形石器 サヌカイト

S151 A-6-C-6 包含層 楔形石器 サヌカイト

S152 包合層 枠形石器 2.5 サヌカイト

S153 B-9 包含層 枠形石器 サヌカイト

S154 C-7 包含層 楔形石器 サヌカイト

S155 B-5 包含層 楔形石器 30.6 サヌカイト

S156 B-5 包合層 楔形石器 27.3 サヌカイト

S157 Z-11 包含層 楔形石器 (7.5 (67.0 サヌカイト

S158 B-6 包含層 樫形石器 サヌカイト

S159 包含層 枠形石器 2.8 サヌカイト

S160 B-4 包含層 楔形石器 サヌカイト

S161 B-4 包含層 楔形石器 サヌカイト

S162 A-5 包含層 楔形石器 サヌカイト

S163 B-5 包含層 楔形石器 サヌカイト

S164 B-5 包含層 楔形石器 サヌカイト

S165 C-5 包含層 樫形石器 サヌカイト

S166 包含層 枠形石器 5.5 11.4 サヌカイト
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S167 A-11 包合層 楔形石器 サヌカイト

S168 A-10 包含層 潔形石器 26.4 サヌカイト

S169 ヘー10 包含層 樫形石器 サヌカイト

S170 包含層 楔形石器 18.4 サヌカイト

S171 B-8 包含層 楔形石器 3.2 サヌカイト

S172 B-8 包含層 楔形石器 サヌカイト

S173 包含層 楔形石器 サヌカイト

S174 B-5 包合層 楔形石器 サヌカイト

S175 B-9、 B-10、 A-10 包含層 楔形石器 20.4 サヌカイト

S176 A-1-C-1 包含層 枠形石器 20.8 サヌカイト

S177 C-8 包含層 楔形石器 サヌカイト

S178 B-4、 B-5、 C-4 撹舌L 楔形石器 サヌカイト

S179 A-10 包含層 楔形石器 サヌカイト

S180 包含層 石 匙 (3.1) (2.5) サヌカイト

S181 C-8 包合層 石包丁 10.5 150.2 頁岩 夫製 品

S182 A-6 包含層 石包T (6.3) (43.5) 砂岩

S183 ヘー1-C-1 包含層 石包T (4.0 (30.7) 砂岩

S184 B-6 包含層 石包丁 (4.2 (5.0) (16.8 百岩

S185 C-3 包含層 石包丁 5.2 (6.1) (61.2 砂岩 未製 品

S186 ヘー11 包含層 石包丁 秒暫 片岩 未製品

S187 包含層 石包丁 (2.7) (4.8) (0.9) (14.4) 黒有`百岩

S188 B-8 包含層 石包丁 (7.5) (36.6) 粘板岩 夫製 品

S189 C-8 包含層 石包丁 (3.0 (4.9) (0.5) (9.4) 頁岩

S190 C-8 包合層 石包T (4.0 (4.1) (18.9) 泥質片岩

S191 B-7 包含層 石包丁 (5.9) (45.4) 泥質片岩

S192 B-7 包含層 石包丁 (60.3 砂岩 未製品

S193 B-6 包含層 石包丁 (5.3) (0.8) (45.9) 百岩

S194 C-2 包含層 石包丁 ? (4.4) (3.9) (18.8) 砂 岩

S195 B-8-C-8 包含層 石包丁 (3.4) (3.9) (0.7) 百岩 夫製 品

S196 B-8 包含層 打製石包丁 6.3 (6.4) (75.0) サヌカイト

S197 C-4 包含層 スクレイパ ー 70.6 サヌカイト

S198 B-4 包含層 スクレイパー 16.3 サヌカイト

S199 B-5 包含層 スクレイパー (4.9) 11.5 サヌカイト

S200 C-9 包含層 スクレイパー (2.0 (2.8) (7.2 サヌカイト

S201 B-8 包含層 スクレイパー (5.0) (27.7) サヌカイト

S202 B-4 包含層 スクレイノく― (4.7) (45.8 サヌカイト

S203 C-6 包含層 スクレイノく― (4.3) (4.5) (17.0) サヌカイト

S204 C-8 包合層 石斧 13.2 617.6 流紋岩

S205 B-9 撹乱 片刃石斧 (2.E (0.7) (28.7) 泥質片岩

S206 B-7 包含層 石斧 (5.3 (150.1 流紋岩

S207 包含層 石斧 (6.8 (2.5 (129.1 流紋岩

S208 包含層 石斧 (208.8) 流紋岩

S209 B-2 包含層 石斧 12.8 380.3 流紋岩 来製品

S210 B-2 包含層 石斧 (1.9) (123.0 泥質片岩 夫製品

S211 B-5 包含層 石斧 12.8 943.4 流紋岩 未製品

S212 包含層 石斧 11.0 (534.2) 流紋岩 未製 品

S213 A-1～C-1 包含層 石斧 (257.1) 流紋岩

S214 B-8 包含層 石斧 (5.9) (209.7 斑レイ岩

S215 D-6 包含層 砥 石 (4.6) (85.2 アプライト

S216 包含層 砥 石 (4.0) (3.9 (3.9) (104.1 砂岩

S217 包含層 砥 石 268.7 砂岩

S218 B-1 包含層 砥石 ? 13.7 366.2 砂岩

S219 A-1-C-1 包含層 砥 石 (3.9) (3.5) (200.2) 砂岩

S220 A-5 包含層 磨石 256.0 砂岩

S221 A-1-C-1 包含層 磨 石 (284.5 花聞岩
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S222 包含層 石斧→敲石 (9.9) (612.6 流紋岩

A-1～C-1 包合層 敲石 (5.6) 310.7) 砂 岩

S224 包含層 敲石 491.5 花同岩

S225 Z-11 切子玉 (4.0) 石英

S226 C-8 石鍋 滑 石

S227 包含層 打製石鏃 サヌカイト I以頃

S228 包含層 打製石鏃 (1.2) (1.1) (0.3) サヌカイト

S229 包合層 打製石鏃 (1.8) (1.7) (0.9) サヌカイト Ⅱ類

包含層 打製石鏃 (1,7) (0.9) サヌカイト Ⅲ類

S231 包含層 打製石鏃 (2.0) サヌカイト I類
S232 B-7 包含層 打製石鏃 (2.0 1.4 (0.7) サヌカイト Iり墳
S233 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S234 包含層 打製石鏃 (1.0) 0.3 サヌカイト Ⅱ類

S235 B-6 包含層 打製石鏃 (1.9) サヌカイト Ⅱ類

S236 B-7 包含層 打製石鏃 (1.3) サヌカイト Ⅱ類

S237 B-7 包含層 打製石鏃 (2.0 (0.7) サヌカイト Ⅱ類

S238 B-7 包含層 打製石鏃 サヌカイト

S239 包含層 打製石鏃 サヌカイト

S240 包含層 打製石鏃 (1.4) (0.9) サヌカイト

S241 包含層 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S242 包含層 石錐 (3.4) サヌカイト 未製品
S243 包含層 楔形石器 5.5 サヌカイト

S244 B-7 包含層 楔形石器 サヌカイト

S245 B-7 包含層 楔形石器 サヌカイト

S246 包含層 楔形石器 18.9 サヌカイト

S247 B-6 包含層 楔形石器 サヌカイト

S248 B-6 包含層 楔形石器 サヌカイト

S249 B-7 包含層 楔形石器 (1.8) (2.3 サヌカイト

S250 ヘー4、 B-4 包含層 楔形石器 12.8 サヌカイト

S251 B-7 包含層 石 匙 (2.2 (5.0) サヌカイト

S252 A-4、 B-4 包含層 スクレイノく― サヌカイト

S253 包含層 片刃石斧 28.1 頁岩

S254 表採 打製石鏃 3.2 (2.0) サヌカイト 夫製品

S255 表採 打製石鏃 (1.8) サヌカイト Iら頃

S256 表採 打製石鏃 サヌカイト I類
S257 表採 打製石鏃 (0.6) サヌカイト Ⅱ類

S258 表採 打製石鏃 (0,7) 流紋岩 Ⅱ類

S259 表採 打製石鏃 (1.4 (0.4) サヌカイト

S260 表採 打製石鏃 サヌカイト I以頃

S261 表採 打製石鏃 10.0 サヌカイト Ⅱ類

S262 表採 打製石鏃 (2.0) (2.0) サヌカイト 夫製 品

S263 表採 打製石鏃 サヌカイト Ⅱ類

S264 表 採 石 錐 サヌカイト

S265 表採 石 錐 (0。 7) サヌカイト

S266 表採 楔形石器 サヌカイト

S267 表採 楔形石器 サヌカイト

S268 表採 楔形石器 0.8 サヌカイト

S269 表採 楔形石器 サヌカイト

S270 表採 楔形石器 サヌカイト

S271 表採 楔形石器 サヌカイト

S272 表採 スクレイパー (2.9 (2.2 (6.3) サヌカイト

S273 表採 石包丁 (219 (0.3) (1.9) 粘板岩

S274 表採 石包T (7.3) (51.5) 頁岩

S275 表採 石包丁 (4.9) (31.6 泥質片岩

S276 表採 石包丁 (2.5) (3.3) (8.2 百岩
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NO 地区ログリッド 遺 構 層 位 器 種 長(Cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g) 石 材 備 考

S277 表採 石包丁 ? (10.1 安山岩

S278 表採 石包丁 ? (3.8) (22.6 サヌカイト

S279 表 採 石包丁 黒色頁岩

S280 表 採 石包丁 ? (3.2 (2.2 泥暫 片岩

S281 表 採 石包丁 滉暫 片岩

S282 表 採 砥 石 (2.8 (13.7 砂 岩

第 3表 土製品一覧表
N0 地区ログリッド 遺 構 層 位 器 種 長 幅 重  量 備 考
Cl SD13 土錘 3。 6 117,9

C2 SD13 土錘 113。 9

C3 SK15 土錘 (4. 4) (5.8)

C4 P121 土錘 (2。 9) (7.9)

C5 包含層 土錘 4.5 13.2

C6 C-6 包含層 土錘 4.8 20.4

C7 包含層 土錘

C8 C-8 包含層 土錘 4.7 6.9

C9 C-8 包含層 土錘

C10 C-7 包含層 土錘 (2.7) (5.0)

A-1-C-1 包含層 土錘 (1.7) (4.3)

C12 C-9 撹乱 土錘 5.5

C13 B-9 包含層 土錘 (3.2) (3.9)

C14 D-7 包含層 土錘 (2.9) 1。 4 (4.3)

C15 C-8 包含層 土錘 (5.5)

C16 B-7 包含層 土錘 (3.6) (5.3)

C-9 包含層 土錘 (3.4) (5。 9)

C18 C-9 包含層 土錘 4.7 1.4 8.4

C19 C-7 包含層 土錘 (4.2) (6.2)

C20 C-8 包含層 土錘 (4.5) (5.0)

ρ
し C-8 包含層 土錘 (4.4) (8.9)

C22 C-7 包含層 土錘 (3.7) (8.7)

C23 C-7 包含層 土錘 (4.2)

C24 B-6 包含層 土錘 4.5 9.7

C25 SD13 輔羽口 (58.

C26 SD13 輔羽口 (55.4)

C27 A-8 包含層 輔羽口 (137.6)

C28 包含層 輔羽口 (255。 9)

C29 表採 土錘 (5.3)

C30 表採 土錘 (3.8) (6.3)
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調査区遠景

調査区近景 (西側より)
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図版 3

調査区現状

表土掘削状況

遺構検出状況 (1)



図版 4

遺構検出状況 (2)

調査区西壁セクション (1)

調査区西壁セクション (2)



図版 5

調査区西壁セクション (3)

東西 トレンチTl

東西 トレンチTlセ クション



図版 6

堀立柱建物完掘状況

建物跡完掘状況

焼土墳検出状況



図版 7

焼土墳断面

焼土墳完掘状況 (1)

焼土墳完掘状況 (2)



図版 8

土墳断面

土墳完掘状況

遺物出土状況 (1)
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遺物出土状況 (2)

遺物出土状況 (3)

遺物出土状況 (4)
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出土石器 (2)
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